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データ集１

中位段丘Ⅰ面 旧汀線高度調査

（第531回審査会合 机上配布資料1 P.10-10修正）

コメントNo.34の回答



旧汀線高度調査 位置図
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コメントNo.34の回答

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.10-2 再掲



旧汀線高度調査 Ⅰ測線①

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。

1-3

コメントNo.34の回答

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.10-10 一部修正



旧汀線高度調査 Ⅰ測線②

1-4

コメントNo.34の回答

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.10-11 再掲
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データ集２

段丘面に関する調査結果

(1) 地質調査結果
(2) 遊離酸化鉄分析結果

・・・・・2-3
・・・・・2-27



余白
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データ集２

段丘面に関する調査結果

(1) 地質調査結果
(2) 遊離酸化鉄分析結果

・・・・・2-3
・・・・・2-27



（1）地質調査結果 敷地北方ピット①

敷地北方ピット

200m0

調査位置図
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地形断面図

段丘面の
前縁

段丘面内縁
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火山灰確認用
ボーリング

敷地北方
ピット

地質断面図

←W E→

道路

敷地北方ピット※ 西壁面写真

火山灰確認用ボーリング位置

MI段丘堆積物
・亜円～亜角礫

からなり礫支持
構造を呈する

テフラの年代
（町田・新井，2011）

DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

火山灰確認用ボーリング調査結果

赤褐色土壌
赤褐色～褐色（5～7.5YR4/6）を呈する。深度
0.85～1.05 m付近ではわずかに砂分が多く，
明褐色を呈す部分も見られる。深度1.03～
1.43mでは黒雲母片を含む。深度1.36～1.43 
mでは黄褐色を呈すシルトが見られる。指圧
でわずかに跡が残る程度に締まっている。

MⅠ段丘堆積物
礫は安山岩のくさり礫（径3～20 cm程度）か
らなり，一部新鮮な礫も見られる。礫の含有
量は70～80%程度である。

明褐色土壌
明褐～褐色（7.5YR5/8～4/6）を呈し，全体
に弱亜角塊状の土壌構造が見られる。指圧
でわずかに跡が残る程度に締まっている。

礫混じり砂層
極細粒～細粒砂からなり，安山岩のくさり礫
（径1 cm程度）を含む。指圧でわずかに跡が
残る程度に比較的締まっている。

安山岩

試料
番号

-0.47～
-1.43 m

-1.63～
-2.41 m

-0.14～
-0.47 m

-1.43～
-1.63 m

-2.41～
-2.82 m

＜柱状図＞

旧耕作土
0.00～
-0.14 m

(EL 9.6 m)

(深度3m)

(深度2m)

(深度1m)

旧耕作土

MI段丘堆積物

※調査結果の詳細は次々頁を参照。

下写真
撮影方向

←S N→

0 2m

2-5

（1）地質調査結果 敷地北方ピット②

・火山灰分析結果については，次頁参照



※

火山灰分析結果

※K-Tzの降灰層準と認定した箇所よりも
下位に検出されたβ石英は，浸透等に
よるものと判断。

Aso-4 Ho含む

試料は10cm間隔

■ 試料番号14におけるSK
の火山ガラス

● 青木・町田（2006）におけ
るSKに含まれる火山ガラ
ス

● 長橋（2007）におけるSK
に含まれる火山ガラス

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号14

2-6

文献によるSKの分布範囲

（1）地質調査結果 敷地北方ピット③

【SKの岩石記載的特徴（町田・新井，2011）】

・火山ガラス屈折率 1.494-1.498
・黒雲母流紋岩質の降下軽石

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-6, 7 一部修正



敷地北方ピット 西壁面写真

MⅠ段丘堆積物
・亜円～亜角礫からなり

礫支持構造を呈する

敷地北方ピット 西壁面スケッチ

安山岩（均質）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

S

安山岩（均質）

（1）地質調査結果 敷地北方ピット④

・火山灰分析結果については，次頁を参照。

0 2m

明褐色土壌
・ 色調7.5YR5/8～4/6で，シルトからなる。やや締まっており，壁状を呈す

る。
赤褐色土壌

・ 色調5YR4/8および5YR5/6で， 粘土質シルトからなる。よく締まっており，
弱い～中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

・下部では，径2～20cm（最大50cm）の安山岩角～亜円礫を不均質に含
む。

礫混じり砂層
・下位層を侵食した緩いチャネル状に分布。
・色調は2.5Y6/6および7.5YR5/8で，基質はシルト質極細～中粒砂からな

り，やや淘汰が悪く，下位層由来の円磨された数mmの安山岩粒子含む。
径1～20cm（最大50cm）の安山岩亜円～亜角礫を5～15％含む。

・よく締まっている。

MⅠ段丘堆積物
・岩盤の凹みを埋積するように分布する砂礫層。
・色調は7.5Y5/6および10YR5/6で，基質は淘汰のよい極細粒砂からなり，

よく円磨された数mmの安山岩粒子を含む。礫は径2～10㎝（最大75cm）
の安山岩亜円～亜角礫であり，円礫を含む。礫の含有率は40～60％程
度で，礫支持構造が認められる。

・ 基質部はやや固結している。
穴水累層 安山岩（角礫質）

・風化により緑灰色，灰赤色を呈する。
・不規則な割れ目に褐色の流入粘土や白色細粒物が挟在する。

穴水累層 安山岩（均質）
・風化により褐灰～浅黄色を呈する。
・高角度の割れ目と低角度の割れ目が10～40㎝の間隔で分布。

2-7

敷地北方ピット
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調査位置図



（1）地質調査結果 敷地北方ピット⑤

火山灰分析結果
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試料は10cm間隔

試料は10cm間隔

試料は10cm間隔

試料は10cm間隔



調査位置図

段丘面の前縁

段丘面内縁

安部屋表土はぎ

安部屋表土はぎ
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（1）地質調査結果 安部屋表土はぎ①
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右図範囲

位置図

安部屋表土はぎ



←NW SE→

試料
番号

ＭⅠ段丘堆積物

（EL12m）

安部屋表土はぎ 測線1 調査結果

1m

②

③

④

⑥

⑤

①

-1.70～
-2.40m

安部屋表土はぎ 測線2 調査結果

-0.82～
-1.15m

-2.40～
-4.15m

⑤ＭⅠ段丘堆積物
安山岩礫とシルト混じりの細～粗粒砂の基質からなる砂礫層で
ある。基質は黄褐～オリーブ黄色（2.5Y5/3～2.5Y6/3）を呈し，
粒子間を白色の細粒物質（ギブサイト）が充填している。締まっ
ているが，指圧で跡が残る。-2.80m以浅では，礫径3～5cmの亜
円～円礫を主体とし，径10～20cmの亜角～円礫が混じる。礫の
含有率は40～60％で，礫同士が接した礫支持構造が頻繁に認
められる。礫は比較的新鮮であり，くさり礫化の程度は弱い。-
2.80m以深では，径10cm以上の亜円～円礫を主体とし，径
100cm以上の巨礫も認められる。これらの大型礫の間に径3～
10cmの礫が含まれる。礫の含有率は高く60％以上である。礫
同士が接した礫支持構造が頻繁に認められる。礫は硬質で新
鮮である。礫の表面に穿孔貝の穿孔痕がしばしば認められる。

＜柱状図＞

0.00～
-0.82m

①人工改変土
下部（-0.60m以深）の腐植質シルトおよび上部（-0.60m以浅）の砂
質シルトからなる。腐植質シルトは暗褐～黒褐色（7.5YR3/3～
7.5YR3/2）を呈し，団粒状を呈する。内部に赤褐色土壌のブロッ
クを含むことから，人工改変の影響を受けていると判断した。上
部の砂質シルトはにぶい褐色～黄褐色（7.5YR5/4～10YR5/6）を
呈し，内部に赤褐色土壌のブロックを多く含む。

-1.15～
-1.70m

（EL12m）

②赤褐色土壌
赤褐～明褐色（5YR4/8～7.5YR5/6）を呈するシルト質粘土からなり，
細粒分が混じる。強い指圧で跡が残る程度に良く締まっている。中
程度の亜角塊状土壌構造が認められる。土壌構造の割れ目に
沿って，上位層由来の腐植質シルトが浸透している（有機物キュー
タン）。割れ目が開口した部分では，幅1cm程度の厚さで腐植質シ
ルトが侵入している。下位層との境界は漸移的である。

③赤褐色土壌
明褐～黄褐色（7.5YR5/6～10YR5/6）を呈する砂質シルトからな
り，細粒分が多く含まれる。強い指圧で跡が残る程度に良く締
まっている。土壌構造は発達しておらず，極弱い亜角塊状土壌構
造が認められるのみである。内部に層理等の堆積構造は認めら
れない。下位層との境界は漸移的である。

④ＭⅠ段丘堆積物
黄褐～にぶい黄色（10YR5/6～2.5Y6/4）を呈するシルト混じり
細粒砂層からなる。上位ほど黄褐色味が強く，シルト分を多く含
む。指圧で跡が残らない程度に良く締まっている。土壌構造は
発達していない。下部にほぼ水平な層理が認められるが，不明
瞭で連続性に乏しい。

-4.15m～
⑥安山岩
明灰～灰色を呈する安山岩である。硬質で，ハンマー
の軽打で金属音～半濁音を発する。鉛直方向の板状割
目が数10cm間隔で発達する。

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

-2.0m

-2.5m

-3.0m

-3.5m

-4.0m

調査地点遠景
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テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

（1）地質調査結果 安部屋表土はぎ②

・火山灰分析結果については，次々頁参照

・火山灰分析結果については，次頁参照

安山岩

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-18 一部修正



■ 試料番号16におけるSKの火山
ガラス

× 試料番号16における給源不明
の火山ガラス

● 青木・町田（2006）におけるSK
に含まれる火山ガラス

● 長橋（2007）におけるSKに含ま
れる火山ガラス

火山ガラスの主成分分析結果 ： 安部屋表土はぎ 測線1 試料番号16

2-11

文献によるSKの分布範囲

（1）地質調査結果 安部屋表土はぎ③

火山灰分析結果（安部屋表土はぎ 測線1）

【SKの岩石記載的特徴（町田・新井，2011）】

・火山ガラス屈折率 1.494-1.498
・黒雲母流紋岩質の降下軽石

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-18, 19 一部修正



■ 試料番号14におけるSKの火山ガ
ラス

● 青木・町田（2006）におけるSKに
含まれる火山ガラス

● 長橋（2007）におけるSKに含まれ
る火山ガラス

火山灰分析結果（安部屋表土はぎ 測線2）

火山ガラスの主成分分析結果 ： 安部屋表土はぎ 測線2 試料番号14

2-12

文献によるSKの分布範囲

（1）地質調査結果 安部屋表土はぎ④

【SKの岩石記載的特徴（町田・新井，2011）】

・火山ガラス屈折率 1.494-1.498
・黒雲母流紋岩質の降下軽石



（1）地質調査結果 S-2・S-6 No.2トレンチ①

←W E→

No.2トレンチスケッチ（展開図）

埋土

埋土

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

S-2・S-6

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-2・S-6

0 2m

北面

底盤

南面

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

K-Tz

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

K-Tz K-Tz

N25°W/68°SW
（走向は真北基準）

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8および7.5YR5/6，ごく一部でトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。よく締まっており，中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

MⅠ段丘堆積物
・砂礫層からなり，色調は7.5YR5/8～10YR5/8で， 基質はシルト質中～粗粒砂であり，径5～

20cmの安山岩亜円～亜角礫を25～50％含む。また，最大80cmの礫がわずかに混じる。上
部20～40cm間では，比較的小さな径（2～8cm程度）の礫を40～60％含む。径5cm以下の礫
はクサリ礫化が進む。

・ よく締まっており，強い指圧でわずかに跡が残る。一部で白色細粒物（ギブサイト）が認めら
れる。

・ 径数mm～10cm以下の礫等からなる層理が複数認められる。

火山灰分析（TE2-3上) 火山灰分析（TE2-2上) 火山灰分析（TE2-1上)

火山灰分析（TE2-1下)

火山灰分析（TE2-2下)

火山灰分析（TE2-3下)

N25°W/68°SW
（走向は真北基準）

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

主せん断面（粘土状破砕部を伴う）

不明瞭な主せん断面（粘土状破砕部を伴わない）

2-13

・火山灰分析結果については，次々頁参照

S-2・S-6 No.2トレンチ

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図



トレンチ状況写真（西側から撮影）

←N S→

小段 小段

底盤

北面
（上段）

南面
（下段）

トレンチ写真

S-2・S-6

北面
（下段）

南面
（上段）

←W E→

EL17.3m

EL19.9m

EL17.2m

EL19.9m

小段

小段

0 2m

EL21.6m

EL21.6m

（1）地質調査結果 S-2・S-6 No.2トレンチ②

S-2・S-6

2-14



試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

（1）地質調査結果 S-2・S-6 No.2トレンチ③

2-15
●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照

火山灰分析結果

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-13 一部修正



♦ No.2トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

TE2-1上，試料番号12 TE2-2上，試料番号9 TE2-3上，試料番号7

（1）地質調査結果 S-2・S-6 No.2トレンチ④

2-16β石英中の火山ガラスの主成分分析結果

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-14 一部修正



遠景写真

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

凡例

AT

K-Tz

記号

大津表土はぎ

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図

-2.0m

赤褐色土壌
不明瞭な斑紋が見られ，赤色部で赤褐色（5YR4/6）
を呈し，淡色部でにぶい橙色（7.5YR6/4）を呈する。
全体に弱～中塊状の土壌構造が見られる。指圧で
跡が残らない程，締まっている。

-0.40～
-1.10m

-3.10～
-3.40m

HⅠ段丘堆積物
礫は安山岩の円～亜角礫（径1～7㎝，最大径10㎝）
からなり，全体的にくさり礫化している。基質は土壌
化を被り，明赤褐色を呈す砂質シルトである。

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

＜柱状図＞試料
番号

-2.5m

-3.0m

0.00～
-0.40m

明褐色土壌
明褐色（7.5YR5/8）を呈し，全体に弱亜角塊状の土
壌構造が見られる。指圧で跡が残らない程，締まっ
ている。

赤色土壌
明瞭な斑紋が見られ，赤色部で赤褐色（2.5YR4/6）
を呈し，淡色部でにぶい黄橙色10YR6/4）を呈する。
全体に中塊状の土壌構造が見られる。指圧で跡が
残らない程，締まっている。下部40㎝程度に安山岩
の亜円礫（径2～4㎝）を含み，礫はくさり礫化してい
る。下位との境界は明瞭で不規則に凹凸する。

-1.10～
-3.10m

露頭調査結果

（EL36m）

2-17

近景写真

（1）地質調査結果 大津表土はぎ①

・火山灰分析結果については，次頁を参照。

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-33 一部修正



火山灰分析結果

2-18

（1）地質調査結果 大津表土はぎ②
第531回審査会合 机上配布資料1 

P.4-33 一部修正



2-19

←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

スケッチ （35m盤トレンチ（B） 北面）

N30°E/64°NWN40°W/66°SW
S-4断層

赤褐色土壌
・色調5YR4/6～7.5YR5/8，弱いトラ斑を伴う。
・中程度の角塊～亜角塊状土壌構造が認められる。

赤色土壌
・色調5YR4/6～7.5YR5/8，トラ斑を伴う。
・中程度の角塊状土壌構造が認められる。

（トラ斑を伴う赤色土壌は，松井・加藤（1965），成瀬（1974），阿部他（1985），Nagatsuka, S. and 
Maejima, Y. (2001)，赤木他（2003）等によれば，下末吉期の温暖な気候下で形成されたと考え
られ，いずれも高位段丘を識別する重要な特徴とされている。）

HⅠa段丘堆積物
・砂礫層からなる。基質はシルト質細砂であり，礫は亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。

・礫は半クサリ化している。

写真 （35m盤トレンチ（B） 北面）
S-4

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

←W E→

断層

位置図

写真・スケッチ
位置（北面）

火山灰分析
35mtr(1)

火山灰分析
35mtr(2)

火山灰分析
35mtr(3)

主せん断面

（走向は真北基準）

HⅠa段丘堆積物

不明瞭な主せん断面

（1）地質調査結果 35m盤トレンチ①

35m盤トレンチ

志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図



35mtr(1) 35mtr(3)

35mtr(2)

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

2-20

●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照

（1）地質調査結果 35m盤トレンチ②



試料番号35mtr(2)-3 試料番号35mtr(3)-6

♦ 35m盤トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分 2-21

（1）地質調査結果 35m盤トレンチ③



スケッチ（展開図）

西壁面

東壁面

底盤
S-1

S-1

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物(1)

赤色土壌（礫混じり）

赤色土壌

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩

砕石

アスファルト

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩

安山岩（角礫質）
安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩HⅠa段丘堆積物(2)

HⅠa段丘堆積物(1)

赤色土壌（礫混じり）

赤褐色土壌

埋土
埋土

砕石

アスファルト

P3 P2

P1K-Tz K-Tz

N51°W/77°NE
（走向は真北基準）

N51°W/77°NE（走向は真北基準）

南
壁

面

←S N→

埋
土

砕
石

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

赤
褐

色
土

壌

赤
色

土
壌

（
礫

混
じ

り
）

H
Ⅰ

a段
丘

堆
積

物
(1

)

安
山

岩
（
角

礫
質

）

赤
色

土
壌

北
壁

面
ア

ス
フ

ァ
ル

ト

砕
石

埋
土

安
山

岩
（
角

礫
質

）

H
Ⅰ

a段
丘

堆
積

物
(1

)

赤
色

土
壌

（
礫

混
じ

り
）

赤
褐

色
土

壌
赤

色
土

壌

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

火山灰分析試料
採取位置（P1～P3）

HⅠa段丘堆積物(3)

赤褐色土壌
・色調5YR4/6～2.5YR4/6（赤褐色部），7.5YR5/8（淡色部）。
・水平方向のトラ斑あり。赤褐色部と淡色部の割合は同程
度。

赤色土壌
・色調5YR4/6～2.5YR4/8(赤色部)，7.5YR5/8（淡色部）。
・トラ斑あり。赤色部が卓越し，淡色部は少ない。

赤色土壌（礫混じり）
・基質は砂混じりシルト質粘土。
・色調5YR4/6(赤色部)，7.5YR5/8（淡色部）。
・主に上部にトラ斑あり。
・径3～25cmの安山岩亜円～円礫を20～30%含む。
・径10cm以下の礫は砂粒子とともにくさり礫化し，軟質であ
り，それ以上の礫は半くさり礫である。

HⅠa段丘堆積物（1）
・砂礫層からなり，基質は中～粗粒砂であり，砂粒子の間隙
をシルト～粘土分が充填する。

・径2～10cmの安山岩亜円～円礫を50～70%含み，最大
40cmの礫が混じる。

・礫は全体に円磨されており，硬質である。
・基質の砂粒子は，一部の礫とともにくさり礫化し，軟質であ
る。

・南壁面において，礫の長軸は西側に傾斜し，西側からの水
流を反映するインブリケーションを示す。

HⅠa段丘堆積物（2）
・砂礫層からなり，基質はシルト質細～中粒砂である。
・径2～5cmの安山岩亜円～円礫を30～50%含み，最大15cm
の礫が混じる。

・礫のほとんどは砂粒子とともにくさり礫化し，軟質である。
HⅠa段丘堆積物（3）

・シルト質細～中粒砂からなる。

HⅠa段丘堆積物(2)

HⅠa段丘堆積物(1)

（1）地質調査結果 駐車場南東方トレンチ①

2-22・火山灰分析結果については，次々頁参照

HⅠa段丘堆積物(3)

駐車場南東方トレンチ志
賀
原
子
力
発
電
所

調査位置図



トレンチ状況写真（南西側から撮影）

トレンチ写真

←NW SE→

西壁面

東壁面

N→←S

底盤

S-1

S-1

（1）地質調査結果 駐車場南東方トレンチ②

2-23



P1

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

P2

P3

2-24
●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照

（1）地質調査結果 駐車場南東方トレンチ③

火山灰分析結果

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-23 一部修正



P2，試料番号1 P3，試料番号3

♦ 駐車場南東方トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

2-25

（1）地質調査結果 駐車場南東方トレンチ④

β石英中のガラス包有物の主成分分析結果

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-24 一部修正



2-26

（参考）文献のSKテフラの分析結果

○文献によるSKテフラの火山ガラスに関する主成分分析結果を示す。

SKの火山ガラスの主成分分析結果

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる火山ガラス
（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる火山ガラス
（採取地：島根）

文献によるSKの分布範囲
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データ集２

段丘面に関する調査結果

(1) 地質調査結果
(2) 遊離酸化鉄分析結果

・・・・・2-3
・・・・・2-27



H①

H②

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質）
Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質）
Fet：全鉄

能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）
能登半島の赤色土壌（高位段丘面）

永塚（1975）による褐色森林土

永塚（1975）による黄褐色（森林）土（中位・低位段丘面）

永塚（1975）による赤色土（高位段丘面）

駐車場南東方トレンチの赤色土壌（高位段丘Ⅰa面）

遊離酸化鉄分析結果

敷地北方ピットの赤褐色土壌（中位段丘Ⅰ面）←
遊
離
酸
化
鉄
中
の
非
晶
質
の
割
合

鉄化合物中の結晶質遊離酸化鉄の割合→

S-1

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物（1）

赤色土壌（礫混じり）

安山岩（角礫質）

K-Tz

N→

火山灰分析

火山灰分析

0 1m

H②
H①

赤色土壌

赤褐色土壌

火山灰分析

←S

埋土

砕石

アスファルト

K-Tz

遊離酸化鉄分析 試料採取位置
（駐車場南東方トレンチ 東壁面）

（2）遊離酸化鉄分析結果 駐車場南東方トレンチ

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

火山礫凝灰岩
N51°W/77°NE
（走向は真北基準）

2-28

位置図

駐車場南側法面

駐車場南東方トレンチ

S-1（EL28m）



←

遊
離
酸
化
鉄
中
の
非
晶
質
の
割
合

鉄化合物中の結晶質遊離酸化鉄の割合→

遊離酸化鉄分析結果

② ③
①

遊離酸化鉄分析 試料採取位置
（えん堤左岸トレンチ 東壁面）

←N S→

S-1
遊離酸化鉄分析試料採取位置（①～③）

①

② ③

安山岩（均質）
安山岩（均質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

明褐色土壌

黄褐色シルト層

褐色砂質シルト層

2m0

（2）遊離酸化鉄分析結果 えん堤左岸トレンチ

2-29

位置図

道路法面北端

えん堤左岸トレンチ

O-17

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質）
Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質）
Fet：全鉄

永塚（1975）による褐色森林土の分布域

永塚（1975）による黄褐色（森林）土の分布域

永塚（1975）による赤色土の分布域

えん堤左岸トレンチの赤色土壌（高位段丘Ⅰa面）

能登半島の赤色土壌（高位段丘面）
能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）

AT

K-Tz

AT
（K-Tz混在）

AT
（K-Tz混在）AT

（K-Tz混在）

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前 N80°W/86°NE（走向は真北基準）

S-1（EL28m）



←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

位置図

写真・スケッチ
位置（北面）

遊離酸化鉄分析 試料採取位置
（35m盤トレンチ（B） 北面）

35mtr F1

遊離酸化鉄分析
試料採取位置（35mtr F1～F3）

35mtr F2

35mtr F3

（2）遊離酸化鉄分析結果 35m盤トレンチ

火山灰分析
35mtr(1)

火山灰分析
35mtr(2)

火山灰分析
35mtr(3)

HⅠa段丘堆積物

主せん断面

←

遊
離
酸
化
鉄
中
の
非
晶
質
の
割
合

鉄化合物中の結晶質遊離酸化鉄の割合→

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質）
Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質）
Fet：全鉄

遊離酸化鉄分析結果

永塚（1975）による褐色森林土の分布域

永塚（1975）による黄褐色（森林）土の分布域

永塚（1975）による赤色土の分布域

35m盤トレンチの赤色土壌（高位段丘Ⅰa面）

35mtr F3 35mtr F2

35mtr F1

能登半島の赤色土壌（高位段丘面）
能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）

2-30

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

N30°E/64°NWN40°W/66°SW
S-4断層

（走向は真北基準）
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破砕部性状一覧表

(1) 破砕部の性状一覧(S-1)

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
(cm）

破砕部の幅
平均値
（cm）

S-1

R-7▲ 153.35 EL-142.07 70°◆ 17 

14

H-6.5 65.45 EL-46.77 N54°W/74°NE 10

H-7▲ 82.85 EL-66.93 － ※

Sd-2▲ 62.71 EL-6.54 70°◆ 11 

I-8▲ 49.73 EL-27.83 － 14 

V-2▲ 119.55 EL-96.37 N49°W/65°NE 13 

X-2▲ 37.38 EL-15.99 N40°W/78°NE 14 

I-9▲ 214.83 EL-186.18 N43°W/75°NE 10 

X-4▲ 143.95 EL-118.01 － 19 

J-9▲ 58.65 EL-34.50 N36°W/80°NE 8 

J-9' 28.67 EL-7.52 N72°W/74°NE 8 

J-9'' 29.33 EL-8.23 N83°E/73°NW 16 

T-1 3.34 EL-13.85 N60°W/68°NE 25 

T-2 2.85 EL-14.85 N62°W/65°NE 22 

T-3 2.55 EL-15.45 N61°W/67°NE 6 

T-4 2.00 EL-16.85 N62°W/71°NE 4 

K-10▲ 16.95 EL15.64 N69°W/66°NE 8 

K-11▲ 110.53 EL-82.67 － 15 

L-12.2 41.93 EL-10.97 N38°W/79°NE 27 

L-12.5 174.18 EL-138.38 N85°W/66°NE 9 

M-12.5 63.43 EL-35.33 N62°W/72°NE 8 

M-12.5' 51.65 EL-26.59 N51°W/76°NE 10 

M-12.5'' 50.00 EL-23.90 N51°W/79°NE 8 

N-13 11.10 EL26.53 N50°W/75°NE 18 

N-13' 23.39 EL15.13 N52°W/69°NE 26 

N-13.5' 10.90 EL29.74 N87°E/73°NW 23 

N-14 30.97 EL11.78 N36°W/80°NE 12 

N-14.5 21.31 EL26.25 N55°W/84°NE 11 

O-14.5 26.93 EL14.42 N72°W/89°NE 8 

O-16 20.36 EL12.72 N63°W/87°NE 18 

O-17 16.28 EL25.11 N74°W/85°NE 22 

O-17.3 41.82 EL8.81 N75°W/78°NE 16 

O-17.5 25.29 EL22.77 N76°W/80°NE 6 

■破砕部の性状の一覧表を以下に示す。（断層については，幅3cm以上の破砕部に加え，断層面上に位置する幅3cm未満の破砕部やコア形状が不良で判断できない
箇所も含む）。

※：コアが岩片状，細片状，土砂状を呈している，あるいは掘進時のコ
ア採取不良区間，逸水により，破砕部の有無が確認できないが，周
辺ボーリング孔で確認された断層の出現深度，走向傾斜から考慮し
て，断層が連続すると判断して抽出したもの。

◆：コア観察による傾斜

3-4

コア写真（M-12.5孔 解釈線あり）

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7
（m）

③-2①③-1 ③-1 破砕部

【破砕部の分類】
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

【破砕部の幅の算定の考え方】
・面の最大傾斜角に対して直交方向における，粘土状破砕部，固結した破砕部を含めた最大値を破砕部の幅としている。

▲：建設時のボーリング孔

第553回審査会合 机上配布資料1
P.8-3 一部修正



位置図

(1) 破砕部の性状一覧 －位置図(S-1)－

１号
原子炉建屋

２号
原子炉建屋

K-10

K-11

I-9

V-2

I-8

X-2

J-9

R-7

X-4
J-9'

J-9''

L-12.5

N-13'

N-13

N-13.5’

N-14
N-14.5

O-14.5

O-16

O-17
O-17.3

O-17.5

T-1～T-4

岩盤調査坑

試掘坑A

試
掘

坑
C

L-12.2

H-7

M-12.5
M-12.5'

M-12.5''

断層（S-1以外）（EL-4.7m)表土はぎ

水平ボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔 試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1確認ボーリング孔

S-1（EL-4.7m)

斜めボーリング孔

施工検討調査トレンチ

基礎掘削面

3-5
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

R-7
153.35

（EL-142.07）
70°◆ 17

H-6.5
65.45

（EL-46.77)
N54°W/74°NE 10

H-7
82.85

（EL-66.93）
－ ※

Sd-2
（水平）

62.71
（EL-6.54）

70°◆ 11

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（1/9）

62.4 62.5 62.6 62.7 62.8 62.9 63.0
（m）

◆：コア観察による傾斜

破砕部

③-1 ③-1①

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

82.5 82.6 82.7 82.8 82.9 83.0 83.1
（m）

※：コア形状が不良で確認できない

152.9 153.0 153.1 153.2 153.3 153.4 153.5
（m）

③-2 ③-2①

65.1 65.2 65.3 65.4 65.5 65.6 65.7
（m）

64.6 64.7 64.8 64.9 65.0 65.1
（m）

③-1

③-1

①

3-6
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

I-8
49.73

（EL-27.83）
－ 14

V-2
119.55

（EL-96.37）
N49°W/65°NE 13

X-2
37.38

（EL-15.99）
N40°W/78°NE 14

I-9
214.83

（EL-186.18）
N43°W/75°NE 10

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（2/9）

214.6 214.7 214.8 214.9 215.0 215.1 215.2
（m）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

①
③-2（岩片状） ③-2（岩片状）

36.8 36.9 37.0 37.1 37.2 37.336.7 （m）

37.4 37.5 37.6 37.7 37.8 37.937.3

①

③-2（岩片状）

③-2（岩片状） ③-2（岩片状）

（m）

119.3 119.4 119.5 119.6 119.7 119.8 119.9
（m）

③-2 ③-2（岩片状）①

49.4 49.5 49.6 49.7 49.8 49.9 50.0
（m）

③-2（岩片状）

3-7
＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

X-4
143.95

（EL-118.01）
－ 19

J-9
58.65

（EL-34.50）
N36°W/80°NE 8

J-9'
28.67

（EL-7.52）
N72°W/74°NE 8

58.4 58.5 58.6 58.7 58.8 58.9 59.0
（m）

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（3/9）

破砕部

①③-2（岩片状）

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

28.4 28.5 28.6 28.7 28.8 28.9 29.0 （m）

③-2③-1 ①

143.3 143.4 143.5 143.6 143.7 143.8143.2 （m）

143.9 144.0 144.1 144.2 144.3 144.4143.8 （m）

③-2（岩片状）

③-2（岩片状）③-2（岩片状） ①

3-8

＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

J-9''
29.33

（EL-8.23）
N83°E/73°NW 16

T-1
（水平）

3.34
（EL-13.85）

N60°W/68°NE 25

T-2
（水平）

2.85
（EL-14.85）

N62°W/65°NE 22

T-3
（水平）

2.55
（EL-15.45）

N61°W/67°NE 6

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（4/9）

破砕部

2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9

(m)

2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0
（m）

③-2 ① ③-2

③-2 ① ③-1

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

28.9 29.0 29.1 29.2 29.3 29.4 29.5（m）

29.5 29.6 29.7 29.8 29.9 30.0
（m）

①

③-2

③-2 ③-1

③-1

③-2

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 （m）

③-2 ③-2①

3-9
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

T-4
（水平）

2.00
（EL-16.85）

N62°W/71°NE 4

K-10
16.95

（EL15.64）
N69°W/66°NE 8

K-11
110.53

（EL-82.67）
－ 15

L-12.2
（傾斜80°）

41.93
（EL-10.97）

N38°W/79°NE 27

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（5/9）

破砕部

41.7 41.8 41.9 42.0 42.1 42.2 42.3

41.1 41.2 41.3 41.4 41.5 41.6 41.7
（m）

（m）③-2

③-1③-2 ① ③-1

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3
(m)

③-1 ① ③-1

110.3 110.4 110.5 110.6 110.7 110.8 110.9
（m）

16.7 16.8 16.9 17.0 17.1 17.2 17.3
（m）

③-2③-1 ①

③-2（岩片状）

3-10
＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

L-12.5
174.18

（EL-138.38）
N85°W/66°NE 9

M-12.5
63.43

（EL-35.33）
N62°W/72°NE 8

M-12.5’
51.65

（EL-26.59）
N51°W/76°NE 10

M-12.5’’
50.00

（EL-23.90）
N51°W/79°NE 8

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（6/9）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

49.8 49.9 50.1 50.2 50.350.0 50.4(m)

③-2③-1 ①

51.3 51.4 51.5 51.6 51.7 51.8 51.9
（m）

③-2①③-2

173.9 174.0 174.1 174.2 174.3 174.4 （m）

③-2 ①

③-1

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7
（m）

③-2①③-1 ③-1

3-11
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

N-13
11.10

（EL26.53）
N50°W/75°NE 18

N-13’
23.39

（EL15.13）
N52°W/69°NE 26

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（7/9）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

10.4 10.5 10.6 10.7 10.8 10.9 11.0
（m）

11.0 11.1 11.2 11.3 11.4 11.5 11.6
（m）③-2

③-2①

22.8 22.9 23.0 23.1 23.2 23.3 23.4
（m）

11.0 11.1 11.2 11.3 11.4 11.5 11.6
（m）③-1 ①

③-2

①

③-2

③-2

③-1

3-12
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

N-13.5’
（傾斜73°）

10.90
（EL29.74）

N87°E/73°NW 23

N-14
（傾斜73°）

30.97
（EL11.78）

N36°W/80°NE 12

N-14.5
（傾斜73°）

21.31
（EL26.25）

N55°W/84°NE 11

O-14.5
（傾斜73°）

26.93
（EL14.42）

N72°W/89°NE 8

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（8/9）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

10.4 10.5 10.6 10.7 10.8 10.9 11.0
（m）

11.0 11.1 11.2 11.3 11.4 11.5 11.6
（m）

③-2 ① ③-1

③-1

30.7 30.8 30.9 31.0 31.1 31.2 31.3
（m）

①③-1 ③-1

21.0 21.1 21.2 21.3 21.4 21.5 21.6
（m）

③-1③-2 ③-2①

26.6 26.7 26.8 26.9 27.0 27.1 27.2

（m）

③-1 ① ③-1

③-1

3-13
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

O-16
（傾斜73°）

20.36
（EL12.72）

N63°W/87°NE 18

O-17
（傾斜70°）

16.28
（EL25.11）

N74°W/85°NE 22

O-17.3
（傾斜45°）

41.82
（EL8.81）

N75°W/78°NE 16

O-17.5
（傾斜45°）

25.29
（EL22.77）

N76°W/80°NE 6

(1) 破砕部の性状一覧 S-1の性状一覧表（9/9）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

20.0 20.1 20.2 20.3 20.4 20.5 20.6
（m）

③-2 ③-1 ① ③-2

16.1 16.2 16.3 16.4 16.5 16.6 16.7

（m）

① ③-1

41.5 41.6 41.7 41.8 41.9 42.0 42.1
（m）

①③-1③-2

25.0 25.1 25.2 25.3 25.4 25.5 25.6
（m）

①③-2

③-１

③-1

3-14
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(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向（S-1） －位置図－

位置図

給水処
理建屋

駐車場

岩盤調査坑

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1（EL28m)

水平ボーリング孔

No.23切羽

3-16

破砕部の分類 試料採取箇所 調査方法 運動方向

固結した
破砕部

岩盤調査坑
No.23切羽

研磨片観察 正断層センス

粘土状
破砕部

岩盤調査坑
水平ボーリングNo.23-1

薄片観察 逆断層センス



(2) 固結した破砕部の運動方向（S-1） －研磨面観察 岩盤調査坑No.23切羽－

3-17

←SW NE→

試料採取位置付近（No.23切羽）

上

下

北東南西

研磨面写真

5cm

観察面概念図（No.23-1_60R)

北東

研磨面写真（構造等を加筆）

下

凡 例

変位方向

P面

上

固結した
角礫状破砕部固結した角礫状破砕部

南西

R

U

R

U

・固結した角礫状破砕部中の砕屑物の配列から想定されるP面より，正断層センスが
推定される。

粘土状破砕部

Ｓ－１

5cm



(2) 粘土状破砕部の運動方向 －薄片観察 岩盤調査坑水平ボーリングNo.23-1－

直交ニコル

下

上

北東南西

単ニコル

下

上

北東南西

粘土状
破砕部

・スメクタイトの配列から想定されるP面より，逆断層センスが推定される。

顕微鏡写真(構造等を加筆）

直交ニコル

顕微鏡写真

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

0.5mm

No.23-1_60R_2

薄片作成位置付近（No.23-1_60R）

北東南西

上

下
5cm

観察面概念図（No.23-1_60R)

R

U

凡 例

変位方向

P面

Y面

5mm

5mm

0.5mm

0.5mm

0.5mm

薄片写真（S-1等を加筆）

←SW NE→

試料採取位置付近（No.23切羽）

S-1

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

3-18

第553回審査会合 机上配布資料1
P.10-177 再掲



3-19

データ集３

S-1に関する調査結果
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(5) えん堤左岸トレンチ
(6) 駐車場南側法面
(7) 旧A・Bトレンチ
(8) 掘削法面
(9) SEM観察
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駐車場南東方トレンチ

旧Ｂトレンチ
旧Ａトレンチ

(3) 北西部・南東部の運動方向
調査地点

粘土状破砕部

の幅（cm)

走向／傾斜

（走向は真北）
条線のレイク

変位センス

（条線観察）

変位センス

（薄片観察※1）

有
識
者
会
合
に
よ
る
北
西
部

R-7 深度153.35m 0.3～0.7 N62°W/70°NE 55°R 右横ずれ逆断層 －

Sd-2（水平ボーリング） 1 N62°W/70°NE 63°R 右横ずれ逆断層 －

岩盤調
査坑※2

水平ボーリングNo.23-1 0.35～0.6 N57°W/72°NE 60°R （不明） 右横ずれ逆断層

No.24-2ブロック(1) 0.6 N61°W／73°NE 45°R 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

No.25-2ブロック(1) 0.55～0.65 N54°W／78°NE 40°R 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

X-2 深度37.38m フィルム状～0.1 N40°W/78°NE
30°R （不明） －

80°R （不明） －

J-9'' 深度29.33m 0.25 N83°E/73°NW 50°R （不明） －

K-10 深度16.95m フィルム状 N69°W/66°NE 40°R （不明） －

L-12.2 深度41.93m 0.1～0.15 N38°W/79°NE 40°R 右横ずれ逆断層 －

M-12.5 深度63.43m フィルム状～0.5 N62°W/72°NE
60°R （不明） －

45°R （不明） －

M-12.5’ 深度51.65m 1.4～1.8 N51°W/76°NE 40°R 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

M-12.5” 深度50.00m 0.7～0.9 N51°W/79°NE 65°R （不明） 右横ずれ逆断層

駐車場底盤ボーリングNo.1 2.5～5 N50°W/77°NE
20°R （不明） －

40°R （不明） －

駐車場底盤ボーリングNo.2
3.5～5

N46°W/74°NE

70°R （不明） －

20°R （不明） －

1.5～4.5 105°R （不明） －

N-13 深度11.10m 0.1～0.4 N50°W/75°NE 50°R （不明） －

N-13’ 深度23.39m フィルム状～0.2 N52°W/69°NE 60°R （不明） －

N-13.5’ 深度10.90m 0.1～0.4 N87°E/73°NW 90° 逆断層 －

有
識
者
会
合
に
よ
る
南
東
部

N-14.5 深度21.31m 0.1～0.2 N55°W/84°NE
56°R （不明） －

26°R （不明） －

O-16 深度20.36m 0.6～1.4 N63°NW/87°NE 51°R （不明） －

えん堤左岸トレンチ 底盤 0.25～0.3 N80°W/86°NE
90°R （不明） －

110°R （不明） －

O-17.3 深度41.82m 0.1～0.2 N75°W／78°NE
28°R （不明） －

63°R 右横ずれ逆断層 －

O-17.5 深度25.29m 0.2～0.3 N76°W／80°NE 40°R （不明） －

位置図

S-1の運動方向（下半球等積投影図）
（左側を北として表示）

・S-1は，おもに北西-南東走向，北東傾斜であり，条線は北西方向の中角度である。

・変位センスが判読できるものは全て逆断層センスであり，条線のレイクを考慮すると，S-1の運動方向は右横ずれ逆断層センスとなる。

M-12.5

給水処
理建屋

駐車場

N-13

N-13.5'N-13'

N-14.5

O-16

O-17.3

O-17.5

J-9''

R-7

X-2

岩盤調査坑（45データ）

K-10

えん堤左岸トレンチ

L-12.2

青字：条線観察調査地点
ボーリング孔（鉛直・水平・斜め）
表土はぎ・トレンチ・岩盤調査坑

M-12.5''

M-12.5'

N=30

N

S-1の条線の姿勢（下半球等積投影図）
（左側を北として表示）

N=30

N

※1：条線のレイクの方向で切断した薄片を作成し，薄片観察において変位センスを確認。
※2：岩盤調査坑については，全45データのうち，上表には例として3データを掲載。

■S-1全線にわたり，運動方向の観点からS-1の連続性を把握するために，北西
部から南東部にかけての傾向の違いの有無について検討を行った。

■条線観察結果として，S-1の条線の姿勢及び変位センスから求まるS-1の運動
方向についての検討結果を以下に示す。

S-1北西部（EL28m)

S-1南東部（EL28m)

（北西部と南東部の区分は
有識者会合による）

・S-1の運動方向について，北西部から南東部にかけての全線にわたり，その傾向は同様である。 3-20

南東部の条線データ
北西部の条線データ

南東部の条線データ
北西部の条線データ

コンター間隔(%)
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スケッチ（展開図）

西壁面

東壁面

底盤
S-1

S-1

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物(1)

赤色土壌（礫混じり）

赤色土壌

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩

砕石

アスファルト

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩

安山岩（角礫質）
安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩HⅠa段丘堆積物(2)

HⅠa段丘堆積物(1)

赤色土壌（礫混じり）

赤褐色土壌

埋土
埋土

砕石

アスファルト

P3 P2

P1K-Tz K-Tz

N51°W/77°NE
（走向は真北基準）

N51°W/77°NE（走向は真北基準）

南
壁

面

←S N→

埋
土

砕
石

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

赤
褐

色
土

壌

赤
色

土
壌

（
礫

混
じ

り
）

H
Ⅰ

a段
丘

堆
積

物
(1

)

安
山

岩
（
角

礫
質

）

赤
色

土
壌

北
壁

面
ア

ス
フ

ァ
ル

ト

砕
石

埋
土

安
山

岩
（
角

礫
質

）

H
Ⅰ

a段
丘

堆
積

物
(1

)

赤
色

土
壌

（
礫

混
じ

り
）

赤
褐

色
土

壌
赤

色
土

壌

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

火山灰分析試料
採取位置（P1～P3）

HⅠa段丘
堆積物(3)

遊離酸化鉄分析・火山灰分析結果
・赤色土壌について実施した遊離酸化鉄分析の結果，

能登半島の赤色土壌の分布範囲に含まれている（デ
ータ集2（2）参照）。

・火山灰分析の結果，P2，P3において，赤褐色土壌の上
部からK-Tzが認められる（P.3-24参照）。

赤褐色土壌
・色調5YR4/6～2.5YR4/6（赤褐色部），7.5YR5/8（淡色
部）。

・水平方向のトラ斑あり。赤褐色部と淡色部の割合は
同程度。

赤色土壌
・色調5YR4/6～2.5YR4/8(赤色部)，7.5YR5/8（淡色

部）。
・トラ斑あり。赤色部が卓越し，淡色部は少ない。

赤色土壌（礫混じり）
・基質は砂混じりシルト質粘土。
・色調5YR4/6(赤色部)，7.5YR5/8（淡色部）。
・主に上部にトラ斑あり。
・径3～25cmの安山岩亜円～円礫を20～30%含む。
・径10cm以下の礫は砂粒子とともにくさり礫化し，軟質
であり，それ以上の礫は半くさり礫である。

HⅠa段丘堆積物（1）
・砂礫層からなり，基質は中～粗粒砂であり，砂粒子の
間隙をシルト～粘土分が充填する。

・径2～10cmの安山岩亜円～円礫を50～70%含み，最
大40cmの礫が混じる。

・礫は全体に円磨されており，硬質である。
・基質の砂粒子は，一部の礫とともにくさり礫化し，軟
質である。

・南壁面において，礫の長軸は西側に傾斜し，西側か
らの水流を反映するインブリケーションを示す。

HⅠa段丘堆積物（2）
・砂礫層からなり，基質はシルト質細～中粒砂である。
・径2～5cmの安山岩亜円～円礫を30～50%含み，最大
15cmの礫が混じる。

・礫のほとんどは砂粒子とともにくさり礫化し，軟質であ
る。

HⅠa段丘堆積物(3)
・シルト質細～中粒砂からなる。

S-1
・S-1は，走向・傾斜N51°W/77°NE（走向は真北基

準）で，幅5～10cmの固結した破砕部及びフィルム状
の灰褐色～褐色を呈する粘土状破砕部からなり，穴
水累層の岩盤の上面まで認められる。

・S-1は，基盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を
与えていない。

HⅠa段丘堆積物(2)

HⅠa段丘堆積物(1)

(4) 駐車場南東方トレンチ スケッチ（展開図）

3-22

HⅠa段丘堆積物(3)



トレンチ状況写真（南西側から撮影）

トレンチ写真

←NW SE→

西壁面

東壁面

N→←S

底盤

S-1

S-1

(4) 駐車場南東方トレンチ 全景写真

3-23



P1

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

P2

P3

(4) 駐車場南東方トレンチ 火山灰分析データ

3-24
●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-23 一部修正



P2，試料番号1 P3，試料番号3

(4) 駐車場南東方トレンチ 火山灰分析データ －β石英の主成分分析結果－

♦ 駐車場南東方トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

3-25

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-24 一部修正



余白
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スケッチ（展開図）

西壁面

東壁面

底盤

←N S→

S-1

S-1

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

火山灰分析試料採取位置（T1～T6）

AT

K-Tz

AT
（K-Tz混在）

AT
（K-Tz混在）AT

（K-Tz混在）

T1
T2 T3 T4

安山岩（均質）
安山岩（均質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

明褐色土壌

黄褐色シルト層

褐色砂質シルト層

安山岩（均質）
安山岩（均質）

安山岩（均質）

安山岩（均質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

明褐色土壌

黄褐色シルト層

褐色砂質シルト層

盛土

N80°W/86°NE（走向は真北基準）

N80°W/86°NE（走向は真北基準）

2m0

T
5

T
6

北壁面

A
T

K
-
T
z

A
T

K
-
T
z

←
W

E
→

※1：T2～T4で赤褐色土壌においてK-Tzが認められ
ないのは，赤褐色土壌の上位層である黄褐色シ
ルト層等がK-Tzの降灰層を削剥したためであり，
その際に黄褐色シルト層中にK-Tzのβ石英が
リワークにより混入したものと考えられる。

(5) えん堤左岸トレンチ スケッチ（展開図）

遊離酸化鉄分析・火山灰分析結果

・赤色土壌について実施した遊離酸化鉄分析の結果
，能登半島の赤色土壌と同程度である（データ集2（
2）参照） 。

・火山灰分析の結果，明褐色土壌及び赤褐色土壌が
分布するT1，T5，T6では，赤褐色土壌の上部にお
いてK-Tzが認められる（P.3-30参照）。

・なお，黄褐色シルト層においてAT及びK-Tz（β石英
リワーク）が認められる※1。

褐色砂質シルト層
・色調5YR4/6～7.5YR5/4。

黄褐色シルト層
・色調10YR5/6～7.5YR5/4。

明褐色土壌
・色調7.5YR5/6～4/6。

赤褐色土壌
・色調5YR4/8～2.5YR4/6（赤褐色部），

7.5YR5/3～10YR5/4（淡色部）。
・明瞭なトラ斑あり。赤褐色部と淡色部の割合は同

程度。
赤色土壌

・色調2.5YR4/8～10R4/6(赤色部)，
7.5YR5/3～10YR5/4（淡色部）。

・トラ斑あり。赤色部が卓越し，淡色部は少ない。
HⅠa段丘堆積物

・シルト質砂礫層。
・基質はシルト質な細～中粒砂。
・径0.5～5cmの亜角～亜円礫を5～10%含む。
・礫は安山岩くさり礫からなり，軟質である。

S-1
・S-1は，走向・傾斜N80°W/86°NE（走向は真北基

準）で，幅20～30cmの固結した破砕部及び幅フィ
ルム状～3.5cmの明灰緑～明灰褐色を呈する粘土
状破砕部からなり，穴水累層の岩盤の上面まで認
められる。

・S-1は，基盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形
を与えていない。

HⅠa段丘堆積物
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トレンチ状況写真（南側から撮影）

西壁面 東壁面

トレンチ写真

底盤

西壁面

東壁面

底盤

←N S→

北壁面 南壁面

S-1

S-1

←W E→

2m0

(5) えん堤左岸トレンチ 全景写真
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T1

試料は5cm間隔

T2

T3 T4

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

T5

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

T6

(4) 火山灰分析データ（えん堤左岸トレンチ）

3-30●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照

第531回審査会合 机上配布資料1 
P.4-26 一部修正



T1，試料番号21 T5，試料番号12 T6，試料番号14

(4) 火山灰分析データ（えん堤左岸トレンチ） －β石英の主成分分析結果－

♦ えん堤左岸トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

3-31

第531回審査会合 机上配布資料1 
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データ集３

S-1に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 北西部・南東部の運動方向
(4) 駐車場南東方トレンチ
(5) えん堤左岸トレンチ
(6) 駐車場南側法面
(7) 旧A・Bトレンチ
(8) 掘削法面
(9) SEM観察
(10) 鉱物脈法に関連する調査データ

・・・・・3-3
・・・・・3-15
・・・・・3-19
・・・・・3-21
・・・・・3-27
・・・・・3-33
・・・・・3-43
・・・・・3-59
・・・・・3-63
・・・・・3-65



駐
車

場

位置図

南側法面

底盤

S-1

表土はぎ状況写真（北西側から撮影）

W→←E

底盤写真

W→←E

法面写真（南側法面）

S-1

S-1

S-1

(6) 駐車場南側法面 －駐車場南側法面の堆積層の年代評価①－

表土はぎ箇所

高位段丘Ⅰa面

S-1（EL28m)

■駐車場南側法面に分布する堆積物について，地質観察及び年代分析を行った。
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スケッチ（南側法面展開図）スケッチ（東側法面展開図）

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

赤褐色土壌

赤色土壌

礫質シルト層

褐色シルト層

灰色シルト層

灰色シルト質礫層

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

赤色土壌

礫質シルト層
黄褐色シルト層

W→

←E

安山岩（角礫質）安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-1

火山礫凝灰岩

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

←N S→

遊離酸化鉄分析試料採取位置（①～③）

火山灰分析試料採取位置（No.1～No.6）

底盤 EL26.33m

EL31.23m

No.1

No.2

No.3
No.4

底盤 EL26.33m

駐車場面 EL28.23m

EL31.23m

安山岩（角礫質）

駐車場面 EL28.23m

No.5 No.6

①～③

(6) 駐車場南側法面 －駐車場南側法面の堆積層の年代評価②－

明褐色土壌

暗褐色土壌

・火山灰分析の結果（赤褐色土壌中にK-Tzの降灰層準が認められる）や，赤色土壌の遊離酸化鉄分析
結果から，基盤直上に分布するシルト質礫層及びシルト層は，堆積環境は異なるものの，HⅠa段丘堆積
物とほぼ同時期に堆積したと考えられ，少なくとも約12～13万年前以前の堆積物と判断される。

【遊離酸化鉄分析・火山灰分析
結果】

・赤色土壌について実施した遊
離酸化鉄分析の結果，能登
半島の赤色土壌と同程度で
ある。

・火山灰分析の結果，主に明褐
色土壌中からAT，赤褐色土
壌中からK-Tzが認められる。
また，斜面下側のNo.3及び
No.4では赤褐色土壌中にAT
混在が分布する（次頁参照）。

暗褐色土壌
・色調7.5YR5/3。

明褐色土壌
・色調7.5YR4/6。

赤褐色土壌
・色調5YR4/8。
・淡いトラ斑あり。

赤色土壌
・色調2.5YR4/6(赤色部)～7.5YR6/4（淡色部）。
・明瞭なトラ斑あり。
・縦方向のクラックが分布する。

（トラ斑を伴う赤色土壌は，松井・加藤（1965），成瀬
（1974），阿部他（1985），Nagatsuka, S. and Maejima, 
Y. (2001)，赤木他（2003）等によれば，下末吉期の温
暖な気候下で形成されたと考えられ，いずれも高位
段丘を識別する重要な特徴とされている。）

礫質シルト層
・径3～8cm程度の黄灰色亜角～角礫を

30%程度含む。
黄褐色シルト層

・クラックが発達する。
褐色シルト層

・クラックが発達し，1～2cmの角礫状に
分離する。

灰色シルト層
・クラックが発達し，1～3cmの角礫状に

分離する。
灰色シルト質礫層

・基底部に径1～10cm程度の円～亜円
礫（一部亜角礫）を含む。

・礫は安山岩くさり礫からなる。

【露頭観察結果】

N58°W/80°NE

N51°W/70°NE

N53°W/65°NE
（走向は真北基準）
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試料は10cm間隔

試料は10cm間隔

No.1 No.3

試料は5cm間隔

No.2

試料は5cm間隔

No.6No.5No.4

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

(6) 駐車場南側法面 火山灰分析データ

3-36●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，
次頁以降を参照



No.1，試料番号13 No.2，試料番号11

♦ 駐車場南側法面におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

(6) 駐車場南側法面 火山灰分析データ －β石英の主成分分析結果①－
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No.3，試料番号17 No.4，試料番号25

(6) 駐車場南側法面 火山灰分析データ －β石英の主成分分析結果②－

♦ 駐車場南側法面におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
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No.5，試料番号21 No.6，試料番号17

(6) 駐車場南側法面 火山灰分析データ －β石英の主成分分析結果③－

♦ 駐車場南側法面におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
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法面写真（南側法面）

W→←E

拡大写真範囲

明褐色土壌

赤褐色土壌

赤色土壌

褐色シルト層

灰色シルト層

暗褐色土壌

主せん断面

拡大写真
（法面に対してほぼ垂直に撮影）

No.3 No.4

火山灰分析試料採取位置

灰色シルト質
礫層

穴水累層
安山岩（角礫質）

(6) 駐車場南側法面 －上載地層との関係①（拡大写真）－

・ S-1は，走向傾斜N38°～53°W/65°～78°NE（走向は真北基準）で，幅5～10cm
の固結した破砕部及び幅フィルム状～2cmの淡褐色，明褐色を呈する粘土状破砕部
からなり，穴水累層の岩盤の上面付近まで認められる。
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詳細スケッチ

W→

←E

・S-1は，基盤直上の灰色シルト質礫層に，変位・変形を与えていない。

(6) 駐車場南側法面 －上載地層との関係②（詳細スケッチ）－

（走向は真北基準）

S-1

N50°W/70°NE

N38°W/76°NE

N52°W/78°NE

N53°W/65°NE

主せん断面（粘土状破砕部を伴う）

不明瞭な主せん断面（粘土状破砕部を伴わない）

3-41



余白



3-43

データ集３

S-1に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 北西部・南東部の運動方向
(4) 駐車場南東方トレンチ
(5) えん堤左岸トレンチ
(6) 駐車場南側法面
(7) 旧A・Bトレンチ
(8) 掘削法面
(9) SEM観察
(10) 鉱物脈法に関連する調査データ

・・・・・3-3
・・・・・3-15
・・・・・3-19
・・・・・3-21
・・・・・3-27
・・・・・3-33
・・・・・3-43
・・・・・3-59
・・・・・3-63
・・・・・3-65
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えん堤

高位段丘Ⅰa面

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

←SW NE→

←SW NE→

写真（樹木伐採後）

写真（樹木伐採後）（トレンチ位置等を加筆）

中位段丘Ⅰ面

位置図

旧A・Bトレンチ

断層（地表に投影）

日本海

道路

・旧A・Bトレンチはほぼ平坦な地形（中位段丘Ⅰ面）に位置し，旧A・B
トレンチ位置には傾斜変換等の地形の異常は認められない。

(7) 旧A・Bトレンチ －周辺の地形－
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・旧A・Bトレンチ周辺等において水準測量を実施しており，
旧Aトレンチの地盤標高はEL21～21.5m，旧Bトレンチの地
盤標高はEL21～22mである。

・旧A・Bトレンチの４壁面は近接した位置関係にあり（6.6m
区間にS-1にほぼ直交してならぶ），各壁面に見られる地
質の性状等にも共通性がある。

旧A・Bトレンチ

断層（地表に投影）

旧A・Bトレンチ周辺の地形図

0 100m

水準測量箇所及び標高値（ｍ）28.65

※旧Aトレンチ及び旧Bトレンチの
北西壁のスケッチは左右反転
して表示

旧Aトレンチ

旧Bトレンチ

明褐色土壌

赤色土壌

砂礫Ⅰ層

砂礫Ⅱ層

安山岩

トレンチの各壁面の位置関係

(7) 旧A・Bトレンチ －壁面の位置関係－

旧Aトレンチ

旧Bトレンチ
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(7) 旧A・Bトレンチ －スケッチ（展開図）－

0 2m

S45°W→←N45°E
南東壁

北西壁

0 2m

南東壁

北西壁

S45°W→←N45°E

詳細スケッチ範囲

旧Aトレンチ展開図

旧Bトレンチ展開図

詳細スケッチ範囲

･穴水累層の安山岩を中位段丘Ⅰ面を構成する
堆積層が不整合に覆う。

・安山岩中にS-1が認められる。
・堆積層は下位から，砂礫Ⅱ層，砂礫Ⅰ層，赤色
土壌， 明褐色土壌の順で構成される。

※

※：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※
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■旧A・BトレンチにおけるS-1の岩盤部，段差部及び堆積物の状況について，スケッチの観察結果を整理するとともに，写真においても確認した。

■下記スケッチ及び全景写真は，トレンチ壁面に記録された測量基準点を利用し，基準線枠（50ｃｍメッシュ）を重ねて表示した。横軸は水平，縦軸は鉛直を示す
（アルファベットは４壁面で同一の標高）。

B

C

D

E

F

６５４３

① ②

⑥

③

④

⑤

スケッチ

拡大写真範囲（次頁）

全景写真

B

C

D

E

F

６５４３

0 1m0 1m

※

S-1周辺部については上記の詳細スケッチ（原縮尺1/20）を作成しており，壁面全体に
ついては展開図（原縮尺1/50）を作成している。（他３断面も同様）

壁面写真から確認できる測量基準点（青色のスプレー）を利用して，基準線枠（50㎝メッ
シュ）に合わせて，壁面写真を加工した 。 （他３断面も同様）

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Aトレンチ南東壁面の詳細観察①－

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

※2

※1
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拡大写真

50cm

観察結果

岩盤部

①幅フィルム状〜1cmの明黄色〜赤灰色粘土が分布する。

②主せん断面に沿って下盤側に凝灰質な細粒部が分布する。同
細粒部は，軟弱層ではなく，細粒岩相である（他３壁面の記載に
ついても同様）。

段差部

③段差部において，S-1上方延長位置の岩盤と砂礫Ⅱ層の境界
に沿って粘土（断層ガウジ）は分布しない＊１。

④段差部の基部（段差壁面の最下点）の位置は，S-1より海側に
位置し，その下方延長にも断層や割れ目は存在しない。

堆積物

⑤段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長位置や周辺
に断層変位を示唆するようなせん断面や地層の擾乱は認めら
れない。

⑥砂礫Ⅱ層では，段差を埋積する際に形成された礫や砂の配列
からなる堆積構造が認められ，S-1の延長位置で，この堆積構
造に変位や擾乱は認められない。また，この礫の配列より下側
の地層が海側に向かってせん滅していることから，引きずられ
た撓曲変形とは説明できず，段差部を堆積物が埋めた自然な
堆積構造を呈しているものと判断される。

※段差部に近接して位置する径約５cmの礫（長軸方向が高角度で傾
斜）については，同礫周辺の堆積物に擾乱（引きずりの構造）や再配
列を示唆する傾向（段差に沿って複数の礫が配列する）は認められな
い。なお，このような礫は，防潮堤基礎部で侵食により形成された凹
部を埋める堆積物中においても確認される。

⑤段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長
位置や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面や
地層の擾乱は認められない。

主せん断面

④段差部の基部（段差壁面の最下点）の位置
は，S-1より海側に位置し，その下方延長に
も断層や割れ目は存在しない。

A

B

左拡大写真は上記の２枚の写真を接合したもの

接合
位置

※

＊１ 壁面スケッチの記載によれば，「礫層Ⅱ層と岩盤の境界付近で粘土は不明瞭とな
り ・・・」とある。これは，岩盤中のS-1は薄い粘土の挟み層であるが，段差部の岩盤

と堆積物の境界には，詳細な観察によっても粘土が確認できなかったことを記載し
たものである。〈この状況については，再度，当時実際に壁面観察を行いスケッチ作
成にかかわった地質技術者に確認した。〉（他３壁面の記載についても同様）

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Aトレンチ南東壁面の詳細観察②－
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B

C

D

E

F

３４５６

⑥
⑤

①
②

③

スケッチ

④

B

C

D

E

F

３４５

全景写真

６
0 1m0 1m

拡大写真範囲（次頁）

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Aトレンチ北西壁面の詳細観察①－

※2

※2

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※1
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拡大写真
50cm

1m

観察結果

岩盤部

①幅フィルム状〜1cmの褐灰色〜暗黄灰色粘土が分布す
る。

②主せん断面に沿って凝灰質な細粒部が分布する。

段差部

③段差部において，S-1上方延長位置の岩盤（凝灰質な細
粒部）と砂礫Ⅱ層の境界に沿って粘土（断層ガウジ）は
分布しない。また，同境界はS-1延長位置より海側に張
り出し，湾曲した形状を示す。

④段差部直下の岩盤中ではS-1は不明瞭となる。

堆積物

⑤段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長位置
や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面や地層の
擾乱は認められない。

⑥砂礫Ⅱ層では段差部の凸部直上に巨礫が分布し，これ
に段差部が断層変位とした場合に想定される凹地側へ
の倒れ込みや回転は認められない。

※拡大写真において，段差部と上記巨礫間に，矩形を呈
する様に映る礫については，調査鎌での削り痕（礫芯部
を確認）によるものである。

⑤段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長
位置や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面や
地層の擾乱は認められない。

⑥砂礫Ⅱ層では段差部の凸部直上に巨礫が分布し，
これに段差部が断層変位とした場合に想定される
凹地側への倒れ込みや回転は認められない。

主せん断面

A B

C D

左拡大写真は上記の４枚の写真を接合したもの

接合
位置

※

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Aトレンチ北西壁面の詳細観察②－
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B

C

D

E

F
10９８７ 11

※

④

① ②

③

スケッチ

全景写真

B

C

D

E

F
10９８７ 11

0 1m0 1m

拡大写真範囲（次頁）

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Bトレンチ南東壁面の詳細観察①－

※2

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※1

※2

※2

※1
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※1：スケッチ時の記載用語。



拡大写真

50cm

1m

観察結果

岩盤部
①幅フィルム状〜0.5cmの赤灰色粘土が分布する。

②主せん断面に沿って凝灰質な細粒部が分布する。

段差部

③段差部において，S-1上方延長位置の岩盤（凝灰質
な細粒部）と砂礫Ⅱ層の境界に沿って粘土（断層ガウ
ジ）は分布せず，同境界はS-1延長位置より山側に弧
状に入り込む形状を示す。

※段差部の山側約2mの２箇所で，西側傾斜の節理に
沿った岩盤上面に小さな段差が認められるが，砂礫
Ⅱ層に埋積されており，また，山側の節理は岩盤下
方まで連続しない。なお，このような岩盤上面の段差
は，岩盤が露出する海岸部の随所で見られる事象で
ある。

堆積物
④段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長

位置や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面や
地層の擾乱は認められない。

④段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長
位置や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面
や地層の擾乱は認められない。

S-1上方延長

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Bトレンチ南東壁面の詳細観察②－
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B

C

D

E

F

８９10 ７11

④

①
②

③

スケッチ

全景写真

B

C

D

E

F

８９10 ７11

0 1m
0 1m

上部層

下部層

拡大写真範囲（次頁）

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Bトレンチ北西壁面の詳細観察①－

※2

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※1

※2

※2

※1
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※1：スケッチ時の記載用語。

※



拡大写真

50cm

1m

観察結果

岩盤部
①幅フィルム状〜1cmの淡褐色〜赤灰色粘土が分布する。

②主せん断面に沿って凝灰質な細粒部が分布する。

段差部
③段差部において，S-1上方延長位置の岩盤（凝灰質な

細粒部）と砂礫Ⅱ層の境界に沿って粘土（断層ガウジ）
は分布しない。

堆積物

④段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長位
置や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面や地層
の擾乱は認められない。

※段差部付近の砂礫Ⅱ層上面に認められる地層の曲り
を想定させるような形状については，同様の形状が他
の３壁面には認められないこと及び上述④のとおり，砂
礫Ⅱ層中には断層変位を示唆するようなせん断面や地
層の擾乱は認められないことから，岩盤上面の段差形
状を反映した堆積構造と考えられる。

④段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層では，S-1の延長位
置や周辺に断層変位を示唆するようなせん断面や地層
の擾乱は認められない。

主せん断面

(7) 旧A・Bトレンチ －旧Bトレンチ北西壁面の詳細観察②－
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(7) 旧A・Bトレンチ －壁面の詳細観察（まとめ）－

旧Ａトレンチ 旧Ｂトレンチ

南東壁 北西壁 南東壁 北西壁

岩盤部

①幅フィルム状〜1cmの明黄色〜赤
灰色粘土が分布する。

②主せん断面に沿って下盤側に凝灰
質な細粒部※が分布する。

①幅フィルム状〜1cmの褐灰色〜暗
黄灰色粘土が分布する。

②主せん断面に沿って凝灰質な細粒
部※が分布する。

①幅フィルム状〜0.5cmの赤灰色粘
土が分布する。

②主せん断面に沿って凝灰質な細粒
部※が分布する。

①幅フィルム状〜1cmの淡褐色〜赤
灰色粘土が分布する。

②主せん断面に沿って凝灰質な細粒
部※が分布する。

段差部

③段差部において，S-1上方延長位
置の岩盤と砂礫Ⅱ層の境界に沿っ
て粘土は分布しない。

④段差部の基部の位置は，S-1より
海側に位置し，その下方延長にも
断層や割れ目は存在しない。

③段差部において，S-1上方延長位
置の岩盤と砂礫Ⅱ層の境界に沿っ
て粘土は分布しない。また，同境界
はS-1延長位置より海側に張り出し，
湾曲した形状を示す。

④段差部直下の岩盤中ではＳ-1は不
明瞭となる。

③段差部において，S-1上方延長位
置の岩盤と砂礫Ⅱ層の境界に沿っ
て粘土は分布せず，同境界はS-1
延長位置より山側に弧状に入り込
む形状を示す。

③段差部において，S-1上方延長位
置の岩盤と砂礫Ⅱ層の境界に沿っ
て粘土は分布しない。

堆積物

⑤段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層
では，S-1の延長位置や周辺に断
層変位を示唆するようなせん断面
や地層の擾乱は認められない。

⑥砂礫Ⅱ層では，段差を埋積する際
に形成された礫や砂の配列からな
る堆積構造が認められ，S-1の延
長位置で，この堆積構造に変位や
擾乱は認められない。

⑤段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層
では，S-1の延長位置や周辺に断
層変位を示唆するようなせん断面
や地層の擾乱は認められない。

⑥砂礫Ⅱ層では段差部の凸部直上
に巨礫が分布し，これに段差部が
断層変位とした場合に想定される
凹地側への倒れ込みや回転は認
められない。

④段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層
では，S-1の延長位置や周辺に断
層変位を示唆するようなせん断面
や地層の擾乱は認められない。

④段差部や段差部直上の砂礫Ⅱ層
では，S-1の延長位置や周辺に断
層変位を示唆するようなせん断面
や地層の擾乱は認められない。

旧Ａ・Ｂトレンチについては，いずれの壁面においても，段差部周辺の砂礫Ⅱ層には断層

変位を示唆するようなせん断面や地層の擾乱は認められないこと等から，S-1は中位段

丘Ⅰ面を構成する堆積層に変位・変形を与えていない。

下線 ： ４壁面共通に見られる事象

※凝灰質な細粒部：スケッチ時の記載用語。軟弱層ではなく，細粒岩相である。
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(7) 旧A・Bトレンチ －旧A・Bトレンチを模擬した室内実験－

3-57

○旧A・Bトレンチを模擬して，既存の段差を砂礫層が埋める場合の段差付近の砂礫層内部に見られる構造の特徴について確認した。

○実験の結果，旧A・Bトレンチに見られる砂礫層の構造について，既存の段差を砂礫層が埋積したとする評価を支持する知見が得られた。

田中（2018）を編集

(a)

(b)

【主な成果】

(図-9)
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データ集３

S-1に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 北西部・南東部の運動方向
(4) 駐車場南東方トレンチ
(5) えん堤左岸トレンチ
(6) 駐車場南側法面
(7) 旧A・Bトレンチ
(8) 掘削法面
(9) SEM観察
(10) 鉱物脈法に関連する調査データ
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(8) 掘削法面 －上載地層との関係－

●ポイント
① S-1上方の幅約1.5ｍの凹地を挟んで，安山岩の上面には高度差は認め

られない。
② S-1の上方付近の砂礫層には，安山岩の変位を示唆するような地層の

せん断や引きずり，乱れはない。

掘削法面スケッチ

0 2m

S-1
(N50～53°W／78°NE)

①

②

■中位段丘Ⅰ面上での１号機建設時の工事の際に，S-1と上載地層の関係が確認できる法面が出現したため，調査を行っている。以下に，その調査結果を示す。

・掘削法面において，S-1は中位段丘Ⅰ面を構成する堆積層に変位・変形を与えていない。

旧地形図（立体地図）

断層（地表に投影)

旧A・Bトレンチ

掘削法面

この図は，1985年の空中写真（北陸電力撮影，縮尺8,000分の1），1961年の
空中写真（北陸電力撮影，縮尺15,000分の1）及び水準測量結果をもとに作
成した立体地図（等高線は1m間隔） を基図として，空中写真判読及び既存
ボーリングの地質データ等に基づいた段丘面分布等を示したもの。

0 100m

掘削法面
旧Aトレンチ

旧Bトレンチ
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(8) 掘削法面 －S-1近接写真－

掘削法面 全景写真
（岩盤上面，S-1を白破線で加筆）

掘削法面 近接写真
（岩盤上面，割れ目，S-1を白点で加筆）

S-1

←N S→

S→←N

3-61

※全景写真，拡大写真にある赤白ポールの長さは2m
（赤，白部分が20cmで交互に色分けされている）
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データ集３

S-1に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 北西部・南東部の運動方向
(4) 駐車場南東方トレンチ
(5) えん堤左岸トレンチ
(6) 駐車場南側法面
(7) 旧A・Bトレンチ
(8) 掘削法面
(9) SEM観察
(10) 鉱物脈法に関連する調査データ
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コア写真（No.9切羽底盤）

5ｃm

主せん断面

上 下

最新面写真(下盤側上面） 試料（No.9）

上 下

北西

南東

上 下

北西

南東

×600

×4500

×13000

(9) SEM観察

試料採取箇所

条線

下拡大範囲

下拡大範囲

条線

・SEM観察により，条線が認められた最新面上における粘土鉱物（スメクタイト）の結晶構造およびその破砕状況を確認した。
・SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状のスメクタイト自形結晶を確認した。
・このスメクタイト自形結晶に破砕は認められない。

破砕部

位置図

岩盤調査坑
No.9孔

試料採取位置
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データ集３

S-1に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 北西部・南東部の運動方向
(4) 駐車場南東方トレンチ
(5) えん堤左岸トレンチ
(6) 駐車場南側法面
(7) 旧A・Bトレンチ
(8) 掘削法面
(9) SEM観察
(10) 鉱物脈法に関連する調査データ
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(10) 鉱物脈法に関連する調査データ －位置図－

3-66

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）

条線観察結果

条線の
レイク※ 変位センス

No.25-2ブロック(1) 下盤側 N54°W/78°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層

No.25-2ブロック(2) 下盤側 N54°W/78°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層

M-12.5’’

（深度50.00m）
上盤側 N51°W/79°NE 65°R （不明）

条線観察

位置図

給水処
理建屋

駐車場

岩盤調査坑

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1（EL28m)

水平ボーリング孔

No.25-2ブロック

赤字：観察箇所

M-12.5''

※上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す



10㎜

詳細観察範囲

観察面拡大写真

観察面写真

5㎜

詳細観察写真

・条線のレイクは40°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

50㎜

拡大写真範囲

40°

条線方向

走向
N54°W

傾斜78°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

試料採取箇所
（No.25-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

(10) 鉱物脈法に関連する調査データ －条線観察結果（岩盤調査坑 No.25-2ブロック(1)（下盤側））－
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第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-142 一部修正



観察面写真 観察面拡大写真

走向
N54°W

傾斜78°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

試料採取箇所
（No.25-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

2 cm 5㎜

40°

条線方向

拡大写真範囲

詳細観察範囲Ａ

(10) 鉱物脈法に関連する調査データ －条線観察結果（岩盤調査坑 No.25-2ブロック(2)（下盤側）①）－
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第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-143 一部修正



・条線のレイクは40°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

走向
N54°W

傾斜78°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

試料採取箇所
（No.25-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

1㎜ 0.5㎜

詳細観察写真Ａ 詳細観察写真Ｂ

40°

条線方向

詳細観察範囲Ｂ

(10) 鉱物脈法に関連する調査データ －条線観察結果（岩盤調査坑 No.25-2ブロック(2)（下盤側）②）－

3-69
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観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

掘進方向

レイク（°）

概念図

走向N51°W

傾斜79°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。

30㎜ 5㎜ 2㎜

115°

条線方向

・条線のレイクは65°R（下盤側換算），変位センスは不明

詳細観察範囲

(10) 鉱物脈法に関連する調査データ －条線観察結果（ボーリングM-12.5’’[深度50.00m]（上盤側））－

3-70
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(3) No.2トレンチ
(4) 鉱物組成分析データ
(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ
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データ集４

S-2・S-6に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) No.2トレンチ
(4) 鉱物組成分析データ
(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ

（No.1トレンチ，事務本館前トレンチ）
(6) SEM観察
(7) 周辺地形に関する調査データ
(8) No.2トレンチ層理の傾斜に関する調査データ
(9) 鉱物脈法に関連する調査データ
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(1) 破砕部の性状一覧(S-2・S-6)

※：コアが岩片状，細片状，土砂状を呈している，あるいは掘進時のコ
ア採取不良区間，逸水により，破砕部の有無が確認できないが，周
辺ボーリング孔で確認された断層の出現深度，走向傾斜から考慮し
て，断層が連続すると判断して抽出したもの。

破砕部性状一覧表

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
(cm）

破砕部の幅
平均値
（cm）

S-2・S-6

M-5▲ 51.75 EL-42.00 － 17 

31

L-6' 13.82 EL-2.29 N12°E/58°NW 33 

K-5▲ 94.44 EL-80.13 70°◆ 39 

K-6▲ 39.17 EL-23.31 N35°E/60°NW 54 

I-5▲ 126.15 EL-107.91 － 15

I-6▲ 67.20 EL-47.27 － ※

R-4.5 184.44 EL-173.37 N18°E/59°NW 4 

R-5▲ 155.50 EL-144.38 － 14 

SC-1▲ 36.27 EL-6.20 N24°E/44°NW 16 

SE-2▲ 52.18 EL-6.46 － 43 

H-7▲ 20.59 EL-4.67 N17°E/50°NW 20 

H-6.6 53.80 EL-42.70 N4°E/57°NW 72

H-6.5 37.62 EL-22.20 N9°W/55°SW 42

H-6.5' 34.55 EL-13.41 N7°W/74°SW 76

H-6.4 33.90 EL-12.88 N24°E/57°NW 53

R-6▲ 90.90 EL-79.67 N8°E/64°NW 26 

SC-4▲ 63.65 EL-6.10 － 19 

R-7▲ 28.23 EL-16.95 N14°E/52°NW 39 

G-7▲ 53.85 EL-38.60 N12°E/60°NW 24 

F-8▲ 26.40 EL-5.66 － ※

F-8.5 8.93 EL12.13 N3°E/50°NW 29 

E-8.5 14.40 EL6.74 NS/55°W 18

E-8▲ 38.05 EL-21.91 N18°E/77°NW 14 

E-8.6 11.70 EL9.41 NS/45°W 55 

E-8.7 10.09 EL10.93 N10°E/56°NW 56 

C-9.1 10.82 EL11.03 N27°E/57°NW 1

C-9.2 10.56 EL11.52 N12°E/56°NW 1

◆：コア観察による傾斜

コア写真（M-12.5孔 解釈線あり）

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7
（m）

③-2①③-1 ③-1 破砕部

【破砕部の分類】
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

【破砕部の幅の算定の考え方】
・面の最大傾斜角に対して直交方向における，粘土状破砕部，固結した破砕部を含めた最大値を破砕部の幅としている。

▲：建設時のボーリング孔

4-4

■破砕部の性状の一覧表を以下に示す。（断層については，幅3cm以上の破砕部に加え，断層面上に位置する幅3cm未満の破砕部やコア形状が不良で判断できない
箇所も含む）。
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(1) 破砕部の性状一覧 －位置図（S-2・S-6）－

G-7 R-7
H-7

R-6

E-8

１号
原子炉建屋

２号
原子炉建屋

F-8.5E-8.5
E-8.6

E-8.7
C-9.1

C-9.2

Ｆ-8

K-6

K-5

L-6'

断層（S-2・S-6以外）（EL-4.7m)表土はぎ

水平ボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔 試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-2・S-6確認ボーリング孔

S-2・S-6（EL-4.7m)

斜めボーリング孔

施工検討調査トレンチ

基礎掘削面

会合部トレンチ

Ｉ-6

M-5R-5 Ｉ-5

R-4.5

H
-
6
.4

H-6.6

4-5
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

M-5
51.75

（EL-42.00）
－ 17

L-6'
13.82

（EL-2.29）
N12°E/58°NW 33

K-5
94.44

（EL-80.13）
70°◆ 39

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（1/9）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

◆：コア観察による傾斜

94.0 94.1 94.2 94.3 94.4 94.5 94.6
（m）

95.3 95.4 95.4 95.5 95.6 95.7 95.8
（m）

94.6 94.7 94.8 94.9 95.0 95.1 95.2
（m）

51.5 51.6 51.7 51.8 51.9 52.0 52.1
（m）

13.4 13.5 13.6 13.7 13.8 13.9 14.0
（m）

14.0 14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6
（m）③-2

③-2

①

③-2

①③-2

③-1 ③-2

③-2

③-2

③-2

4-6
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

K-6
39.17

（EL-23.31）
N35°E/60°NW 54

I-5
126.15

（EL-107.91）
－ 15

I-6
67.20

（EL-47.27）
－ ※

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（2/9）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

125.8 125.9 126.0 126.1 126.2 126.3 126.4
（m）

38.4 38.5 38.6 38.7 38.8 38.9 39.0
（m）

39.0 39.1 39.2 39.3 39.4 39.5 39.6
（m）

39.6 39.7 39.8 39.9 40.0 40.1 40.2
（m）

①

③-2（岩片状）

③-2

③-2

③-2（岩片状）

③-2

66.9 67.0 67.1 67.2 67.3 67.4 67.5
（m）

※：コア形状が不良で確認できない

4-7＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

R-4.5
184.44

（EL-173.37）
N18°E/59°NW 4

R-5
155.50

（EL-144.38）
－ 14

SC-1
（水平）

36.27
（EL-6.20）

N24°E/44°NW 16

SE-2
（水平）

52.18
（EL-6.46）

－ 43

H-7
20.59

（EL-4.67）
N17°E/50°NW 20

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（3/9）

③-1

184.2 184.3 184.4 184.5 184.6 184.7 184.8（m）

（m）

20.2 20.3 20.4 20.5 20.6 20.7 20.8

155.2 155.3 155.4 155.5 155.6 155.7 155.8
（m）

36.1 36.2 36.3 36.4 36.5 36.6 36.7
（m）

③-2

① ③-2

①③-2（岩片状）

流理構造の方向が挟在物の上下で異なるが，
挟在物付近が岩片状であり，コアが回転した
可能性があるため両方を含めた。

① ③-2③-2

51.9 52.0 52.1 52.2 52.3 52.4（m）

③-2（岩片状）

4-8＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

H-6.6
53.80

（EL-42.70)
N4°E/57°NW 72

H-6.5
37.62

（EL-22.20）
N9°W/55°SW 42

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（4/9）

① ③-1 ③-2③-2 ① ③-1

③-2

53.4 53.5 53.6 53.7 53.8 53.9 54.0
（m）

54.1 54.2

54.2 54.3 54.4 54.5 54.6 54.7 54.8
（m）

54.9 55.0

37.4 37.5 37.6 37.7 37.8 37.9 38.0
（m）

4-9

① ③-1 ③-2③-2
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

H-6.5’
34.55

（EL-13.41）
N7°W/74°SW 76

H-6.4
33.90

（EL-12.88)
N24°E/57°NW 53

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（5/9）

③-1 ③-2①

③-2

34.2 34.3 34.4 34.5 34.6 34.7 34.8
（m）

34.9 35.0

35.0 35.1 35.2 35.3 35.4 35.5 （m）

4-10

①③-2 ③-2

33.3 33.4 33.5 33.6 33.7 33.8 33.9
（m）

34.0 34.1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

R-6
90.90

（EL-79.67）
N8°E/64°NW 26

SC-4
（水平）

63.65
（EL-6.10）

－ 19

R-7
28.23

（EL-16.95）
N14°E/52°NW 39

G-7
53.85

（EL-38.60）
N12°E/60°NW 24

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（6/9）

90.8 90.9 91.0 91.1 91.2 91.3 91.4

（m）

③-2 ③-2①

63.4 63.5 63.6 63.7 63.8 63.9 64.0
（m）

27.5 27.6 27.7 27.8 27.9 28.0 28.1
（m）

③-2③-2 ①

28.1 28.2 28.3 28.4 28.5 28.6 28.7
（m）

③-2③-2 ①

③-2

（m）

53.4 53.5 53.6 53.7 53.8 53.9 60.0

① ③-2③-2（岩片状）

4-11＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

F-8
26.40

（EL-5.66）
－ ※

F-8.5
8.93

（EL12.13）
N3°E/50°NW 29

E-8.5
14.40

（EL6.74）
NS/55°W 18

E-8
38.05

（EL-21.91）
N18°E/77°NW 14

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（7/9）

① ③-2③-1

26.0 26.1 26.2 26.3 26.4 26.5 26.6 26.7 26.8

（m）

8.8 8.9 9.0 9.1 9.2 9.3 9.4
（m）

14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6 14.7
（m）

38.0 38.1 38.2 38.3 38.4 38.5 38.6
（m）

③-1③-2 ① ③-2

① ③-2

③-1①

※：コア形状が不良で確認できない

4-12
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

E-8.6
11.70

（EL9.41）
NS/45°W 55

E-8.7
10.09

（EL10.93）
N10°E/56°NW 56

C-9.1
10.82

（EL11.03）
N27°E/57°NW 1

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（8/9）

（m）

11.8 11.9 12.0 12.1 12.2 12.3 12.4
①③-2

③-2

11.2 11.3 11.4 11.5 11.6 11.7 11.8
（m）

9.8 9.9 10.0 10.1 10.2 10.3 10.4
（m）

①

（m）

9.2 9.3 9.4 9.5 9.6 9.7 9.8

③-2

③-2 ③-2

10.6 10.7 10.8 10.9 11.0 11.1（m）

①
③-1

4-13
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6 C-9.2
10.56

（EL11.52）
N12°E/56°NW 1

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 S-2・S-6の性状一覧表（9/9）

10.4 10.5 10.6 10.7 10.8 10.9 （m）

①

4-14
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(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向（S-2・S-6） －位置図－

4-16

破砕部の分類 試料採取箇所 調査方法 運動方向

固結した
破砕部

ボーリング
Ｆ-8.5’（深度8.50m） 薄片観察 正断層センス

粘土状
破砕部

ボーリング
Ｆ-8.5’（深度8.50m）

ボーリング
E-8.5-1（深度8.33m）

薄片観察 逆断層センス

F
-
8
.5

'

E
-
8
.5

-1

赤字：観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-2・S-6（EL-4.7m)

位置図



上

下

固結した粘土・
砂状破砕部 凝灰角礫岩

固結した
角礫状破砕部

固結した粘土・
砂状破砕部

粘土状
破砕部

右拡大
写真範囲

上

下

固結した粘土・
砂状破砕部 凝灰角礫岩

固結した
角礫状破砕部

固結した粘土・
砂状破砕部

粘土状
破砕部

直交ニコル

(2) 固結した破砕部の運動方向（S-2・S-6） 薄片観察結果F-8.5'_140R
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・固結した破砕部と粘土状破砕部中では異なった方
向の粒子の配列が認められ，それぞれがＰ面に対
応する。

・固結した破砕部中の粒子の配列から想定されるＰ面
より，上盤（西側）下降の正断層センスが推定される。

・粘土状破砕部中のＰ面より，上盤（西側）隆起の逆
断層センスが推定される。

・固結した破砕部中の粒子の配列か
ら想定されるＰ面より，上盤（西側）
下降の正断層センスが推定される。

凡例

変位方向（固結した破砕部）

P面

Y面（最新面）

Y面（その他）

P面（不明瞭）

変位方向（粘土状破砕部）

顕微鏡写真（構造等を加筆）

直交ニコル

下盤 上盤

（東) (西)

上

下

固結した粘土・
砂状破砕部

固結した粘土・
砂状破砕部

粘土状
破砕部

上

下

固結した粘土・
砂状破砕部 凝灰角礫岩

固結した
角礫状破砕部

固結した粘土・
砂状破砕部

粘土状
破砕部

右拡大
写真範囲

上

下

固結した粘土・
砂状破砕部 凝灰角礫岩

固結した
角礫状破砕部

固結した粘土・
砂状破砕部

粘土状
破砕部

下盤
（東）

上盤
（西）

単ニコル

薄片写真（右は構造等を加筆）

下盤
（東）

上盤
（西）

下盤
（東）

上盤
（西）

下盤
（東）

上盤
（西）
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(2) 粘土状破砕部の運動方向（S-2・S-6） 薄片観察結果E-8.5-1_140R

■条線観察結果を踏まえ，
140°R のレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片
を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真（左右反転）

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

下盤上盤

上

下
1cm

粘土状破砕部

上

下 1cm

顕微鏡写真範囲

下盤上盤

粘土状破砕部

粘土状破砕部

（東)(西)

（東)(西)

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真（左右反転）

上盤 下盤

上

下

粘土状破砕部

1mm
粘土状破砕部

上盤 下盤

上

下 1mm

(西) (東)

(西) (東)

凡例

変位方向

R1面

Y面

P面

拡大写真

0.5mm

拡大写真範囲

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

直交ニコル

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，
その近傍では粒子の配列や比較的連続性のよ
い割れ目が認められる。この粒子の配列から
想定されるＰ面や割れ目から想定されるＲ１面
より，上盤（西側）隆起の逆断層センスが推定さ
れる。

最新面

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-40 再掲
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S-2・S-6に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) No.2トレンチ
(4) 鉱物組成分析データ
(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ

（No.1トレンチ，事務本館前トレンチ）
(6) SEM観察
(7) 周辺地形に関する調査データ
(8) No.2トレンチ層理の傾斜に関する調査データ
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・・・・・4-63

・・・・・4-73
・・・・・4-75
・・・・・4-99
・・・・・4-105



(3) No.2トレンチ スケッチ（展開図）

←W E→

No.2トレンチスケッチ（展開図）

埋土

埋土

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

S-2・S-6

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-2・S-6

0 2m

北面

底盤

南面

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

K-Tz

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

K-Tz K-Tz

N25°W/68°SW
（走向は真北基準）

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8および7.5YR5/6，ごく一部でトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。よく締まっており，中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

MⅠ段丘堆積物
・砂礫層からなり，色調は7.5YR5/8～10YR5/8で， 基質はシルト質中～粗粒砂であり，径5～

20cmの安山岩亜円～亜角礫を25～50％含む。また，最大80cmの礫がわずかに混じる。上部
20～40cm間では，比較的小さな径（2～8cm程度）の礫を40～60％含む。径5cm以下の礫はク
サリ礫化が進む。

・ よく締まっており，強い指圧でわずかに跡が残る。一部で白色細粒物（ギブサイト）が認められ
る。

・ 径数mm～10cm以下の礫等からなる層理が複数認められる。
S-2・S-6

・西側の安山岩（均質）と東側の安山岩（角礫質）の境界に位置する。
・走向・傾斜N25°W/68°SW （走向は真北基準）で，幅5～40cmの固結した破砕部及び幅フィル

ム状～2mmの明褐色～明褐灰色を呈する粘土状破砕部からなる。
・S-2・S-6は基盤直上のMⅠ段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

火山灰分析（TE2-3上) 火山灰分析（TE2-2上) 火山灰分析（TE2-1上)

火山灰分析（TE2-1下)

火山灰分析（TE2-2下)

火山灰分析（TE2-3下)

N25°W/68°SW
（走向は真北基準）

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

主せん断面（粘土状破砕部を伴う）

不明瞭な主せん断面（粘土状破砕部を伴わない）

【火山灰分析結果】
・赤褐色土壌中から，K-Tz（9.5万年前）が認められる（P.4-22参照）。
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トレンチ状況写真（西側から撮影）

←N S→

小段 小段

底盤

北面
（上段）

南面
（下段）

トレンチ写真

S-2・S-6

北面
（下段）

南面
（上段）

←W E→

EL17.3m

EL19.9m

EL17.2m

EL19.9m

小段

小段

0 2m

EL21.6m

EL21.6m

(3) No.2トレンチ 全景写真

S-2・S-6
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試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

(3) No.2トレンチ 火山灰分析データ

4-22
●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照

H29.12.8机上配布資料
一部修正



♦ No.2トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分

TE2-1上，試料番号12 TE2-2上，試料番号9 TE2-3上，試料番号7

(3) No.2トレンチ火山灰分析データ －β石英の主成分分析結果－

4-23

H29.12.8机上配布資料
一部修正



余白
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(4) 鉱物組成分析データ
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上
下

東

西

右図拡大写真範囲

TE2N-a（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

No.2トレンチ薄片例

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ －薄片観察－
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（顕微鏡下における観察結果）
拡大写真中の基質中に白く見えるものの大部分が石英で，
その粒径は0.1～0.2mm主体である。
その他白く見えるものとして斜長石やカリ長石が含まれる。

上 下

東

西

拡大写真

石英粒子の例

・No.2トレンチのMⅠ段丘堆積物を対象に，この調査を広範囲で実施した結果，
MⅠ段丘堆積物は，石英粒子を含むことが確認された。その他の薄片の状
況について，次頁以降に示す。

＊赤線で囲った範囲は礫であり，基質はそれ以外の部分



←W E→

埋土

埋土

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-2・S-6
N25°W/68°SW

（走向は真北基準）

0 2m

TE2N-a TE2N-b

TE2N-c

TE2N-d

TE2N-e

TE2N-f

TE2N-g

TE2N-h

TE2N-i

TE2N-j

TE2N-k

TE2N-l

TE2N-m

TE2N-n

TE2N-o

TE2N-p

TE2N-q

TE2N-r
TE2N-s

TE2N-t

TE2N-u

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ －薄片観察 薄片採取位置図（北面）－

薄片採取位置図（北面）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

薄片採取位置
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赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

粘土状破砕部を伴う主せん断面

粘土状破砕部を伴わない主せん断面（不明瞭）



←E W→

0 2m

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ －薄片観察 薄片採取位置図（南面）－

薄片採取位置図（南面）

埋土

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-2・S-6
N25°W/68°SW（走向は真北基準）

TE2S-a TE2S-b

TE2S-c

TE2S-d

TE2S-e

TE2S-f

TE2S-g

TE2S-h

TE2S-j TE2S-k

TE2S-l

TE2S-m

薄片採取位置

TE2S-i
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赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

粘土状破砕部を伴う主せん断面

粘土状破砕部を伴わない主せん断面（不明瞭）



TE2N-a（直交ニコル 東西反転）

上 下

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-a）－

TE2N-a（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下

東

西
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TE2N-ｂ（直交ニコル 東西反転） TE2N-b（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-b）－
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TE2N-c（直交ニコル 東西反転） TE2N-ｃ（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-c）－
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TE2N-d（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下

東

西

上 下

東

西

TE2N-d（直交ニコル 東西反転）
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（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-d）－



TE2N-e（直交ニコル 東西反転） TE2N-e（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-e）－
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上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-ｆ）－

TE2N-f（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）TE2N-f（直交ニコル 東西反転）
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TE2N-g（直交ニコル 東西反転） TE2N-g(直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-g）－
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TE2N-h（直交ニコル 東西反転） TE2N-h（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-h）－

上 下 上 下

東

西

東

西
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TE2N-i（直交ニコル 東西反転） TE2N-i（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-i）－

4-37



TE2N-j (直交ニコル 東西反転） TE2N-j（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-j）－

上 下 上 下

東

西

東

西
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TE2N-k（直交ニコル 東西反転） TE2N-k（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-k）－
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TE2N-l（直交ニコル 東西反転） TE2N-l（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-l）－

上 下 上 下

東

西

東

西
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TE2N-m（直交ニコル 東西反転） TE2N-m（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-m）－
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TE2N-n（直交ニコル 東西反転） TE2N-n（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-n）－

上 下 上 下

東

西

東

西
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TE2N-o（直交ニコル 東西反転） TE2N-o（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-o）－
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TE2N-p（直交ニコル 東西反転） TE2N-p（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-p）－

上 下 上 下

東

西

東

西
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TE2N-q（直交ニコル 東西反転）

上 下

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-q）－

TE2N-q（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下

東

西
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TE2N-r（直交ニコル 東西反転） TE2N-r（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-r）－
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TE2N-s（直交ニコル 東西反転） TE2N-s（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-s）－
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TE2N-t（直交ニコル 東西反転） TE2N-t（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-t）－
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TE2N-u（直交ニコル 東西反転） TE2N-u（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

東

西

東

西

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（北面） －薄片観察（TE2N-u）－
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TE2S-a（直交ニコル 東西反転） TE2S-a（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-a）－
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TE2S-b（直交ニコル 東西反転） TE2S-b（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-b）－
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TE2S-c（直交ニコル 東西反転） TE2S-c（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-c）－
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TE2S-d（直交ニコル 東西反転） TE2S-d（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-d）－
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TE2S-e（直交ニコル 東西反転） TE2S-e（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-e）－
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TE2S-f（直交ニコル 東西反転） TE2S-f（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-f）－
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TE2S-g（直交ニコル 東西反転） TE2S-g（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-g）－
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TE2S-h（直交ニコル 東西反転） TE2S-h（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-h）－
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TE2S-i（直交ニコル 東西反転）

上 下

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-i）－

TE2S-i（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下

西

東
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TE2S-j（直交ニコル 東西反転） TE2S-j（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-j）－
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TE2S-k（直交ニコル 東西反転） TE2S-k（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-k）－
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TE2S-l（直交ニコル 東西反転） TE2S-l（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-l）－

4-61



TE2S-m（直交ニコル 東西反転） TE2S-m（直交ニコル 東西反転 礫等加筆）

上 下 上 下

西

東

西

東

（4） 鉱物組成分析データ S-2・S-6 No.2トレンチ（南面） －薄片観察（TE2S-m）－
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トレンチ全景写真（西側から撮影）

←N S→

小段小段

←W E→

埋土

砂質シルト 層

シルト質砂層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

シルト混じり砂礫層

法面形状

0 1m

S-2・S-6

砂質シルト層

安山岩（角礫質）

シルト混じり砂礫層

シルト質砂層
埋土

埋土

埋土

安山岩（均質）

S-2・S-6

トレンチ写真（断層等を加筆）

北面

底盤

南面

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －No.1トレンチ－ 全景写真

断層（地表に投影)

No.1トレンチ

その他トレンチ
位置図

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

No.3 No.2
No.1
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【露頭観察結果】
砂質シルト層

・色調7.5YR6/3～10YR6/6
・径2～10cmの安山岩角～亜円礫が僅かに混じる。
・やや締まっているが，指圧で跡が残る。

シルト質砂層
・色調7.5YR6/3～10YR6/6
・やや締まっているが，指圧で跡が残る。

シルト混じり砂礫層
・色調5YR6/3～10YR6/6
・基質はシルト混じり細～粗粒砂からなり，淘汰は悪い。
・径2～15cmの角～亜円礫を10～30％含み，最大25cmの礫が混じる。
・礫は比較的新鮮で硬質。
・やや締まっているが，指圧で跡が残る。

S-2・S-6
・西側の安山岩（均質）と東側の安山岩（角礫質）の境界に位置する。
・走向・傾斜N14°E～N14°W/68°NW～78°SW（走向は真北基準）で，

幅1～15cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～3mmの黄灰色を呈する
粘土状破砕部からなる。

・火山灰分析結果を踏まえると，岩盤上位に分布する
シルト混じり砂礫層は，ＡＴ降灰時期（2.8万～3万年
前）以降の堆積物であると判断される。

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －No.1トレンチ－ スケッチ（展開図）

※図中A，Bで示した北面，南面におけるS-2・S-6付近の詳細な確認結果
については，P.4-67～68に示す。

←W E→

埋土

砂質シルト層

シルト質砂層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

シルト混じり砂礫層北面

南面

底盤

S-2・S-6

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

安山岩（均質）
安山岩（角礫質）

埋土

N12°E/74°NW

N14°W/78°SW

N14°E/68°NW

N6°W/71°SW

0 1m

S-2・S-6

AT,K-Tz混在 AT,K-Tz混在

火山灰分析（TE1-2)火山灰分析（TE1-1)

シルト混じり砂礫層

シルト質砂層

砂質シルト層

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
AT   ：2.8万～3万年前

Ａ．北面調査箇所※

Ｂ．南面調査箇所※

【火山灰分析結果】
・シルト混じり砂礫層中から，AT，K-Tzの混在が認められる（次頁参照）。
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（走向は真北基準）

スケッチ（展開図）



試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

(5)上載地層法に関連したその他のトレンチ －No.1トレンチ－ 火山灰分析結果
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・岩盤直上を覆うシルト混じり砂礫層基底には，段差は認め
られない。

・S-2・S-6直上のシルト混じり砂礫層中には，せん断面は認
められない。

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －No.1トレンチ－ 北面拡大写真

北面調査箇所 拡大写真（岩盤境界等を加筆）

北面調査箇所 拡大写真

←W E→

安山岩
（均質）

安山岩（角礫質）

シルト混じり砂礫層

S-2・S-6
0 20cm
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岩盤上面

不明瞭な主せん断面



・岩盤直上を覆うシルト混じり砂礫層基底に
は段差が認められるものの，礫の定向配
列は認められない。

・S-2・S-6直上のシルト混じり砂礫層中に
は，せん断面は認められない 。

・S-2・S-6上部に認められる段差を断層運
動に伴う段差として考えた場合，相対的に
東落ちとなるものの，S-2・S-6の北方延長
である北面では東落ちの段差形状は認め
られない※。

南面調査箇所 拡大写真（礫等を加筆）

南面調査箇所 拡大写真

←E W→

安山岩
（均質）

安山岩（角礫質）

シルト混じり砂礫層

S-2・S-6
0 20cm

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －No.1トレンチ－ 南面拡大写真

※南面においては，断層を挟んで左右で岩種が異な
る。安山岩（均質）は安山岩（角礫質）に比べて硬い
ことから，この段差は，岩盤の硬軟の差による浸食
の影響と判断される。
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礫

岩盤上面

主せん断面



写真

S-2・S-6

←E W→

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －事務本館前トレンチ－ 全景写真

断層（地表に投影)

事務本館前トレンチ

事務本館前トレンチ
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トレンチ模式図

右写真箇所

撮
影
方
向

S-2・S-6
位置図

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面



【露頭観察結果】
暗灰色シルト層

・ 褐灰色シルト層を覆って分布する。境界面はほぼ水平で
あり，境界付近に径0.2～0.5cm程度の腐植物を多く含む。

・ 暗灰色を呈する腐植混じりシルトからなり，炭質物，砂粒
子および径2～10cm程度の安山岩亜円～亜角礫を少量
含む。指圧でわずかに跡が残る程度に締まっている。

褐灰色シルト層
・ 砂礫層を覆い，一部砂礫層と指交して分布する。
・ 褐灰色を呈する腐植混じりシルトからなり，炭質物，砂粒

子および径0.5～12cm程度の安山岩亜円～亜角礫を少
量含む。一部にほぼ水平の葉理が認められる。指圧でわ
ずかに跡が残る程度に締まっている。

砂礫層
・ 径2～6cmの安山岩亜円～亜角礫を30～50%程度含み，

最大15cmの礫がわずかに混じる。基質はシルト混じり中
～粗粒砂からなり，暗灰黄～褐（2.5Y5/2～10YR4/6）を
呈する。炭質物を少量含み，指圧でわずかに跡が残る程
度に締まっている。

S-2・S-6
・ 南東側の安山岩（角礫質）と北西側の凝灰角礫岩の境

界に位置する。
・ 走向・傾斜N12°E/70°NW（走向は真北基準）で，幅15

～25cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～5cmの灰
色～灰白色を呈する粘土状破砕部からなる。

・14C年代値を踏まえると，岩盤上位に分布する砂礫層は，
約6千年前の堆積物であると判断される。

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －事務本館前トレンチ－ スケッチ（展開図）

【 14C年代値（暦年補正） 】
・砂礫層最下部に含まれる木片の14C年代値（暦年補正）

5,970±40yBP 。

スケッチ（展開図）

暗灰色シルト層

褐灰色シルト層

砂礫層

安山岩（角礫質）

植生工

植生工

植生工

盛土

盛
土盛

土

凝
灰

角
礫

岩

凝
灰

角
礫

岩

凝灰角礫岩

S
-
2
・
S
-
6

暗
灰

色
シ

ル
ト

層

褐
灰

色
シ

ル
ト

層

砂
礫

層

暗
灰

色
シ

ル
ト

層

褐
灰

色
シ

ル
ト

層

砂
礫

層

S-2・S-6

＜南面＞

＜
東

面
＞ ＜

西
面

＞

0 1.0m

14C年代値測定位置
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底盤 拡大写真

←E W→←E W→

底盤 拡大写真
（破砕部等を加筆）

南面 拡大写真 南面 拡大写真
（破砕部等を加筆）←E W→←E W→

粘土状
破砕部

・岩盤直上を覆う砂礫層基底には，段差は認められない。
・主せん断面直上の砂礫層中には，せん断面は認められない。

(5) 上載地層法に関連したその他のトレンチ －事務本館前トレンチ－ 拡大写真
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固結した
破砕部

固結した破砕部

粘土状破砕部



余白
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コア写真（E-8.33”孔）

主せん断面

上 下

最新面写真(下盤側上面）
試料（ E-8.33” ）

上 下

南

北

上 下

南

試料採取箇所

×400

×10000

北

条線

・SEM観察により，条線が認められた最新面上における粘土鉱物（スメクタイト）の結晶構造およびその破砕状況を観察した。
・SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状のスメクタイト自形結晶を確認した。
・このスメクタイト自形結晶に破砕は認められない。

×1000

(6) SEM観察

下拡大範囲

下拡大範囲

条線

15.45 15.60 15.70
（m）

15.9015.50 15.80（深度）

破砕部

位置図

E-8.33’’

：試料採取位置
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(9) 鉱物脈法に関連する調査データ

・・・・・4-3
・・・・・4-15
・・・・・4-19
・・・・・4-25
・・・・・4-63

・・・・・4-73
・・・・・4-75
・・・・・4-99
・・・・・4-105



トレンチ状況写真（西側から撮影）

←N S→

北側 南側
トレンチ写真

北面

北面

南面

南面

底盤

底盤

北側

南側

←W E→
EL 22.5m

EL 18.8m

EL 19.1m

EL 21.6m

EL 21.6m

EL 18.3m

EL 18.3m

EL 22.6m0 2m

位置図

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

No.3 No.2
No.1

断層（地表に投影)

No.3トレンチ

その他トレンチ

(7) 周辺地形に関する調査データ －No.3トレンチ－
■「凸状地形」の頂部付近にあるNo.3トレンチ全体の写真及びスケッチについて示す。
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【露頭観察結果】
明褐～褐色土壌

・ 色調7.5YR5/6～5/4を呈し，一部で7.5YR4/6を帯びる。
・ シルト質粘土からなる。
・ 締まっているが，指圧で跡が残る。
・ 壁状～弱い亜角塊状土壌構造が認められる。

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8～7.5YR5/6，ごく一部で弱いトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

砂質シルト層
・ 色調7.5YR5/4～6/6
・ シルトからなり，砂分が混じる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 径10cm程度の安山岩亜円礫が僅かに含まれる。

MⅠ段丘堆積物
・シルト質砂礫層
・ 色調2.5YR6/2～7.5YR/5/3
・ 基質はシルト質細～粗粒砂からなり，径5～30cmの安山岩円～亜

角礫を5～30%含む。径5cm以下の礫はクサリ礫化が進む。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。北面では基質部は

風化により粘土化し，褐色を帯びる。

スケッチ（展開図）

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

砂質シルト層

MⅠ段丘堆積物

埋土

穴水累層 安山岩（角礫質）

凡 例

北面

底盤

南面

E→←W

N32°E/68°NW

割れ目の面は凹凸

皮膜状に黒色のマンガンが沈着

N2°W/56°SW

厚さ0.5～4cmの黄灰色粘土

鏡肌が認められる
N6°E/72°NW

厚さフィルム状～1cmの黄灰色粘土

一部に鏡肌が認められる

N6°W/50°SW

厚さフィルム状～2cmの

褐白色半固結粘土

割れ目の面は凹凸

N26°W/54°SW

厚さ0.5～4cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

N14°W/58°SW

厚さ0.5～1cmの黄灰色粘土

鏡肌が認められる

粘土は分岐し，網目状をなす

割れ目の面は凹凸

釜場

厚さ30cmで角礫状を呈し，

礫間を黄灰色粘土が充

填

N74°E/42°SE

N14°W/54°SW

厚さフィルム状～

1mmの黄灰色粘土

N2°E/46°NW

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌
MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

砂質シルト層

埋土

埋土

N30°E/54°NW

厚さフィルム状～0.5cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

0 2m

明褐～褐色土壌

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
AT   ：2.8万～3万年前

K-Tz

AT

K-Tz
K-Tz

火山灰分析（TE3①-1)
火山灰分析（TE3①-2)

火山灰分析（TE3①-3)

赤褐色土壌

赤褐色土壌赤褐色土壌

(7) 周辺地形に関する調査データ －No.3 トレンチ南側－
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【火山灰分析結果】
・赤褐色土壌中から，K-Tz（9.5万年前）が認められる（P.4-79

参照）。

（走向は真北基準）

・トレンチには，断層は認められない。



【露頭観察結果】
明褐～褐色土壌

・ 色調7.5YR5/6～5/4を呈し，一部で7.5YR4/6を帯びる。
・ シルト質粘土からなる。
・ 締まっているが，指圧で跡が残る。
・ 壁状～弱い亜角塊状土壌構造が認められる。

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8～7.5YR5/6，ごく一部で弱いトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

MⅠ段丘堆積物
・シルト混じり砂礫層
・ 色調2.5YR6/2～7.5YR/5/3
・ 基質はシルト質細～粗粒砂からなり，径5～30cmの安山岩円～亜

角礫を5～30%含む。径5cm以下の礫はクサリ礫化が進む。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。南面では基質部は

風化により粘土化し，褐色を帯びる。

北面

底盤

南面

スケッチ（展開図）

E→←W

N34°E/44°NW

厚さ0.3～1cmの白灰色粘土

割れ目の面は凹凸

N14°E/52°NW

割れ目の面は凹凸

皮膜状に黒色のマンガ

ンが沈着

NS/62°W

割れ目の面はやや平滑

皮膜状に黒色のマンガンが沈着

N16°E/56°SE

厚さ0.3～0.5cm黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

粘土は一部で分岐し、厚さ10cm程

度の網目状をなす

釜場

N32°W/54°SW

一部に最大厚さ2cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

厚さ1～4cmの黄灰色粘土

割れ目の面は概ね凹凸

一部に鏡肌が認められる

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
AT   ：2.8万～3万年前

0 2m

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

火山灰分析（TE3②-1)

K-Tz

AT

厚さ0.5～1cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

MⅠ段丘堆積物赤褐色土壌

明褐～褐色土壌

(7) 周辺地形に関する調査データ －No.3 トレンチ北側－
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【火山灰分析結果】
・赤褐色土壌中から，K-Tz（9.5万年前）が認められる（P.4-79

参照）。

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

穴水累層 安山岩（角礫質）

凡 例

（走向は真北基準）

・トレンチには，断層は認められない。



試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔
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(7) 周辺地形に関する調査データ －No.3トレンチ 火山灰分析データ－
H29.12.8机上配布資料

一部修正
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凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1 位置図・断面図－

■「凸状地形」の頂部付近から斜めボーリング等を実施した結果について，以下に示す。

断層（地表に投影）
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深度（m）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ボーリング①C-9.0-1
コア写真[0～20m]

深度（m）

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度0-20m]－

コア写真範囲



4-82ボーリング①C-9.0-1
コア写真[20～40m]

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度20-40m]－

深度（m）

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

20 21

深度（m）

コア写真範囲
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40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

深度（m）

ボーリング①C-9.0-1
コア写真[40～50m]

深度（m）

・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度40-50m]－
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凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' 位置図・断面図－

断層（地表に投影）
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ボーリング②C-9.0-1' 
コア写真[0～15m]

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' [深度0-15m] －

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲
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※18.7～19.7m間はS-2・S-6の想定延長位置
にあたり，割れ目の詳細観察のため，コア
の切断位置を変更した。

※

・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' [深度15-30m] －

ボーリング②C-9.0-1' 
コア写真[15～30m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲
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凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2 位置図・断面図－

断層（地表に投影）
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ボーリング③C-9.1-2
コア写真[0～15m]

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2[深度0～15m]－

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲
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・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2[深度15～30m]－

ボーリング③C-9.1-2
コア写真[15～30m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

C-7.9

コア写真（深度0～5m）

深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

埋土と凝灰角礫岩の境界
（EL17.52m)

Ｃ-7.9 Ｃ-8.2 Ｃ-8.5

深度（m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.2

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL18.37m)

深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.5

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL19.44m)

深度（m）

位置図

埋土

埋土

埋土

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

埋土

凝灰角礫岩

埋土

凝灰角礫岩

埋土

ボーリング孔

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係①－
■「凸状地形」周辺で群列ボーリングを実施した結果について，以下に示す。
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深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.84m)

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.8

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL19.45m)

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.8

Ｃ-9.0-1
Ｃ-9.0-1'

C-9.0-1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

深度(m) 深度(m)C-9.0-1'

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.56m)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

埋土

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（均質）

ボーリング孔

位置図

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係②－
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.1-1’ Ｃ-9.4-1

Ｃ-8.9-2

C-9.1-1’

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.60m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度（m）深度（m）
C-9.4-1

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL20.30m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.9-2

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

埋土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.26m)

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

安山岩（角礫質）

ボーリング孔

位置図

(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係③－
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.1-2 Ｃ-9.2-2

Ｃ-9.0-2

深度（m）深度（m）
C-9.0-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.27m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度(m) 深度(m)C-9.1-2

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.36m)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

深度（m）深度（m）
C-9.2-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
(EL19.32m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）安山岩（均質）
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(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係④－
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(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑤－
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(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑥－
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(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑦－
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(7) 周辺地形に関する調査データ －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係⑧－
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